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平成１８年度 施施 政 方 針施 政 方 針施 政 方 針施 政 方 針

　
現
在
、
わ
が
国
経
済
は
、
緩
や
か
な
回
復
傾
向

へ
と
向
か
い
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
地
方
自
治
体
の

運
営
は
、
国
に
よ
る
三
位
一
体
改
革
の
更
な
る
推

進
や
、
本
格
的
な
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
、

社
会
保
障
制
度
・
地
域
福
祉
施
策
等
に
よ
る
負
担

の
増
大
な
ど
、
町
財
政
を
取
り
巻
く
状
況
は
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
時
代
に
対
応
す
る
に
は
、
町
民
の
皆

様
と
町
が
問
題
意
識
を
共
有
し
、
改
革
を
進
め
る

と
と
も
に
、
町
政
運
営
の
方
針
を
明
ら
か
に
す
る

こ
と
に
よ
り
、
共
通
の
目
標
を
持
ち
、
町
民
と
行

政
が
協
働
し
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
こ
と
が
重

要
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
本
年
度
は
、「
自
然
と
く
ら
し
の
共
生
」「
手
づ
く

り
と
創
造
」を
基
本
理
念
と
し
た「
第
四
次
総
合
計

画
」の
ス
タ
ー
ト
の
年
と
な
り
ま
す
。

　
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
22
年
度
ま
で
の
５
年
間

を
計
画
期
間
と
し
た
、「
第
四
次
総
合
計
画
前
期
基

本
計
画
」で
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た

重
要
な
課
題
に
対
し
て
、「
交
流
拠
点
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」と「
次
代
を
担
う
ひ
と
づ
く
り
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
」を
重
点
施
策
に
位
置
づ
け
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、「
都
市
拠
点
の
整
備
」、

「
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
」、「
地
域
特
性
を
生

か
し
た
景
観
の
形
成
」、「
観
光
振
興
の
推
進
」、「
子

育
て
環
境
の
充
実
」、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
」な
ど
の
施
策
に
、
そ
れ
ぞ
れ
関
連
性
を

持
た
せ
な
が
ら
、
重
点
的
か
つ
総
合
的
に
実
施
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、「
生
き
が
い
づ
く
り
の
推
進
」、「
教

育
環
境
や
生
涯
学
習
の
充
実
」、「
生
活
基
盤
の
整

備
」、「
産
業
を
活
か
し
た
観
光
の
振
興
」な
ど
を
は

じ
め
と
す
る
、
個
別
の
事
業
に
つ
い
て
も
、
町
民

の
皆
様
や
関
係
機
関
な
ど
と
の
協
働
に
よ
り
、
計

画
的
な
事
業
推
進
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
一
方
、
行
財
政
改
革
に
つ
き
ま
し
て
は
、
第
３

次
行
政
改
革
の
大
き
な
柱
と
な
り
ま
す
、町
立
幼

稚
園
の
運
営
の
見
直
し
や
保
育
園
の
民
営
化
、
公

共
施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
を
進
め
、

本
町
で
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
行
政
改
革
を
、
よ

り
実
の
あ
る
も
の
と
し
、
自
立
し
た
財
政
運
営
の

維
持
を
図
る
た
め
、
不
断
の
取
り
組
み
と
し
て
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
末
に
は
、
町
の
懸
案
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た「
旧
吉
田
茂
邸
の
保
存
」に
つ
き
ま
し
て
、

県
知
事
と
と
も
に
国
に
対
し
、
保
存
・
活
用
の
要

望
を
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
議
会
を
は
じ
め
と
し
て
、
区
長
連
絡

協
議
会
な
ど
の
各
団
体
か
ら
、
ご
協
力
を
い
た
だ

き
ま
し
た
見
学
会
の
開
催
や
、
署
名
活
動
な
ど
を

通
じ
て
、
町
内
・
町
外
を
問
わ
ず
多
く
の
方
か
ら

「
旧
吉
田
茂
邸
の
保
存
・
活
用
」を
望
む
声
が
届
い

て
お
り
、
町
と
い
た
し
ま
し
て
は
県
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
旧
吉
田
茂
邸
の
保
存
・
活
用
に
向

け
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
他
に
も
、
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
様
々
な
課
題
が
あ
り
ま
す
が
、
足
元
を
見
据

え
堅
実
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　三澤町長は、２月２１日の町議会本会議において「施
政方針」演説を行い、平成１８年度の町政運営の基本的
な考え方として、「財政健全化計画」「第四次総合計画」
の初年度にあたり、行財政改革を着実に進めつつ、「前
期基本計画」に掲げているまちの将来像の実現に向け、
中・長期的な課題をしっかりと見据え、町民と協働し
てまちづくりを推進していく必要があるとの考えを示
しました。
　町民情報コーナー、ホームページで閲覧できます。

◎問い合わせ　企画室　☎内線２２９

町
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方
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平成18年度の主な事業

「紺碧の海に緑の映える住みよい大磯」の実現のために
町の指針である、第四次総合計画（平成１８年度～平成３２年度）の5つの施策の大綱に基づき、

平成１８年度の主な事業を分類し、紹介します。

安全で安心なあたたかみのあるまちづくり
自動体外式除細動器（AED）購入事業 2,900千円
防災対策事務事業（住民用行動マニュアル印刷） 945千円
国民保護計画策定 130千円
防災行政無線更新事業 2,500千円
県防災行政通信網整備事業 8,547千円
木造住宅耐震診断補助金 600千円
消防緊急通信指令装置借上事業 33,504千円
救助工作車購入事業 75,203千円
世代交流センター施設整備事業 13,516千円
放課後児童健全育成事業 8,340千円
子育て支援事業 8,061千円
小児医療費助成事業 40,542千円
児童手当・児童扶養手当事業 183,526千円
大磯小学校体育館会議室（学童施設）改修事業 4,300千円
ブックスタート事業 121千円
敬老事業（敬老祝金含む） 13,013千円
介護保険事業特別会計繰出金 277,855千円
救急医療事業 16,060千円
健康教育事業 709千円
健康診査事業（基本健康診査・各種がん検診等） 63,700千円
国保ヘルスアップ事業（国民健康保険事業） 3,316千円
国民健康保険事業特別会計繰出金 307,775千円
老人保健特別会計繰出金 229,366千円
障害者医療費助成事業 107,566千円
障害者地域作業所事業補助金 8,250千円
障害者自立支援給付事業 235,609千円
療育相談事業 691千円
火災報知器購入費助成金（独居老人） 180千円
町営住宅建替事業 5,500千円
地域支援事業費（介護保険事業） 32,000千円

地域会館整備事業（月京地区） 3,000千円
電子入札システム運用委託料 2,287千円
県市町村電子自治体共同運営委託料 2,368千円
職員研修事業 1,152千円

万台こゆるぎの森施設耐震診断事業 3,800千円
大磯港みなとまちづくり協議会補助金 200千円
高田公園整備事業 22,000千円
万台こゆるぎの森整備事業 2,000千円
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町民の力や知恵が集まるまちづくり22

人と自然が共生する循環のまちづくり

松くい虫被害対策自主事業 3,089千円
合併処理浄化槽設置整備事業補助金 3,540千円
美化推進事業 5,626千円
公共下水道整備事業（※一般会計繰出金447,979千円） 736,367千円
ごみ処理広域化実施計画策定負担金 1,750千円
循環型社会形成推進地域計画策定負担金 700千円

コンピューター教育推進事業（中学校新規入替） 3,571千円
大磯中学校体育館耐震改修事業 9,025千円
生涯学習館用地購入事業 140,000千円
OISOチャレンジフェスティバル事業 1,497千円
人権・同和対策事業 3,676千円
文化祭開催事業 2,259千円
町史編さん事業（別編「考古」発刊） 11,655千円

旧吉田茂邸保存・活用事業 2,100千円
都市計画基本図作成事業 7,000千円
景観づくり事業 2,255千円
生活交通確保対策事業 7,612千円
道路整備計画策定事業 2,000千円
幹線28号線歩道整備事業 8,850千円
国府本郷西小磯１号線整備事業 4,000千円
大下田橋耐震対策事業 9,400千円
狭あい道路整備事業 86,089千円
旧東海道松並木整備事業 9,695千円
勤労者金融対策・生活資金預託事業 30,000千円
数量調整円滑化推進事業 288千円
農業経営基盤強化促進事業 179千円
ふれあい農水産物まつり事業 730千円
農業制度資金利子補給事業 901千円
漁業振興事業 657千円
中小企業金融対策資金預託事業 30,000千円
観光振興対策事業 16,637千円
町営照ヶ崎プール施設改修事業 21,000千円

新
新
新
新

新

新
新

新
新

新
新

新

新

33

心豊かな人を育てるまちづくり

個性と魅力と活力のあるまちづくり

44

55

自動体外式除細動器
（AED）の講習会

▲

整備される高田公園▲

保存・活用を望む
旧吉田茂邸

▲



　
平
成
18
年
度
は
、
財
政
健
全
化
計
画
の
元

年
と
し
て
、
計
画
の
「
具
体
的
な
方
策
」
の

達
成
を
目
指
し
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
歳
入
面
で
は
収
入
の
柱
と
な
る
町
税
の
う

ち
、
固
定
資
産
税
は
依
然
と
し
て
地
価
の
下

落
が
予
測
さ
れ
る
も
の
の
、
主
力
と
な
る
個

人
町
民
税
は
税
制
改
正
や
景
気
回
復
に
よ
り

増
額
が
見
込
ま
れ
、
全
体
と
し
て
２
億
４
　

２
０
０
万
円
（
対
前
年
度
伸
率
５
　

０
％
増
）

の
税
収
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
の
収
入
に
つ
い
て
は
、
国
庫
補
助

金
が
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
削
減
さ
れ
る
な

か
、
国
・
県
の
補
助
制
度
を
積
極
的
に
活
用

し
、
歳
入
を
確
保
す
る
一
方
で
、
町
債
の
借

入
れ
抑
制
を
図
り
、
財
政
健
全
化
に
も
配
慮

し
て
い
ま
す
。

　
歳
出
面
で
は
、
職
員
給
与
の
引
下
げ
な
ど

に
よ
り
人
件
費
を
大
幅
に
削
減
し
、
そ
の
他

の
経
常
経
費
も
枠
配
分
方
式
の
徹
底
や
町
補

助
金
制
度
の
見
直
し
に
よ
り
抑
制
を
図
る
と

と
も
に
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
防
災
行

政
無
線
の
整
備
、
大
磯
中
学
校
体
育
館
の
耐

震
改
修
及
び
救
助
工
作
車
の
更
新
な
ど
の
各

種
防
災
対
策
や
、
児
童
手
当
の
支
給
対
象
の

拡
充
な
ど
の
少
子
高
齢
化
対
策
な
ど
に
、
重

点
を
置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
76

億
８
　

８
０
０
万
円
と
な
り
、
前
年
度
当
初

予
算
額
と
比
較
す
る
と
９
　

０
０
０
万
円
、

比
率
で
１
　

２
％
の
増
加
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
特
別
会
計
の
予
算
に
つ
い
て
は
、
会
計
別

予
算
額
の
と
お
り
で
、
一
般
会
計
に
４
特
別

会
計
を
加
え
た
予
算
総
額
は
１
６
６
億
５
　

９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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　　　会 計 名　　　　　　予 算 額　　前年度比

一般会計 ７６億８,８００万円 １.２％ 増
国民健康保険事業特別会計 ２９億３,８００万円 ４.０％ 増
老人保健特別会計 ２９億３,３００万円 ０.３％ 増
介護保険事業特別会計 １８億　２００万円 １.５％ 増
下水道事業特別会計 １２億９,８００万円 １４.９％ 減

　　　合　　計 １６６億５,９００万円 ０.１％ 増

総額166億5,900万円総総額16666億5,9005,900万円万円総額166億5,900万円
～ 一般会計　76億8,800万円 ～  　

平成平成１８１８年度　年度　予 算平成平成１８１８年度　年度　予 算平成１８年度　予 算

会計別予算額町税の内訳
町民税（個人） ２２億６,４５４万円
町民税（法人） １億４,６４７万円
固定資産税 ２４億８,０７５万円
軽自動車税 ２,８４８万円
町たばこ税 １億３,０４５万円
入湯税ほか ３６１万円

自主財源（自主的に歳入することができる財源）
町税（５０億５,４３０万円）…町に納められた税金
繰入金（１億８万円）…基金（町の貯金）から引き出したお金
使用料及び手数料（１億７,０４１万円）
諸収入ほか（３億２,９８６万円）

依存財源（国や県などから交付される財源）
町債（５億円）…町の借金
国庫支出金（３億１,３２５万円）…国から交付される補助金など
県支出金（３億７,０２５万円）…県から交付される補助金など
地方消費税交付金（２億２,０００万円）
…消費税から一定の割合で交付されるお金

地方特例交付金（１億６,０００万円）
…減税による町税減収や児童手当支給対象年齢引上げに伴う 

　財源の補てんとして国から交付されるお金

地方譲与税（２億４,２３０万円）
…国税として課税した地方税を市町村などに配分するお金

その他（２億２,７５５万円）

繰入金
１.３％

使用料
及び
手数料
２.２％

　平成１８年度の一般会計、国民健康保険事業特別会計、老人保健特別会計、介護保険事業特別会計及び下水道
事業特別会計の予算が、３月に開催された定例議会で可決されました。
　一般会計については、町が提案した予算案から大磯駅バリアフリー化事業を削除する修正案が議会から提出
され、修正どおり可決されました。その概要についてお知らせします。　　

◎問い合わせ　財政課　☎内線２１５

歳入
諸収入ほか
４.３％

町債
６.５％

国庫支出金
４.１％

県支出金
４.８％

地方消費税交付金
２.９％

地方特例交付金
２.１％

地方譲与税
３.２％

町税
６５.７％

その他
３.０％

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

依
存
財
源（

26
.6％）

自
主
財
源（
73.5％）

，

，

，

，

．

．
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歳出の目的別内訳
　民生費（１９億６,８６７万円）
　　…保育園や障害者、高齢者などの福祉の経費

　総務費（１０億２９９万円）
　　…住民登録や交通安全対策、選挙などの経費

　土木費（９億５,４１６万円）
　　…道路や河川、公園などの整備・維持管理の経費

　衛生費（９億３,６７３万円）
　　…予防接種やごみ処理などの経費

　教育費（９億２,６７４万円）
　　…小・中学校や生涯学習などの運営の経費

　公債費（９億７２万円）
　　…町債（町の借金）の返済の経費

　消防費（５億２,８８８万円）
　　…火災や災害、救急活動などの経費

　議会費ほか（４億６,９１１万円）

歳出の性質別内訳
　義務的経費（支出が義務付けられている経費）
　人件費（２３億１,７８７万円）
　　…職員の給与などの経費

　公債費（９億７２万円）
　　…町債（町の借金）の返済の経費

　扶助費（６億４,５９７万円）
　　…児童手当や高齢者、障害者への助成などの経費

　投資的経費（支出の効果が資本として残る経費）
　普通建設事業費（５億５,９８２万円）
　　…道路や学校などの公共施設を整備する経費

　災害復旧費（２５０万円）
　　…災害復旧の際の公共施設などを整備する経費

　その他
　物件費（１５億７,８６９万円）
　　…消耗品などの購入や委託料などの消費的経費

　繰出金（１２億６,２９８万円）
　　…特別会計へ支出される経費

　補助費等（２億４,４１３万円）
　　…団体等への負担金や補助金

　貸付金ほか（１億７,５３２万円）

一般会計・町民一人あたりの予算額 23万5,244円23万5,244円
（平成18年4月1日現在の人口32,681人で算定）

民生費

６０,２３９円

総務費

３０,６９０円

衛生費

２８,６６３円

公債費

２７,５６１円

その他

１,７６０円

消防費

１６,１８３円

議会費

４,６０８円

商工費

４,３５５円

農林水産業費

２,６５６円

労働費

９７６円

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

※構成比は端数処理の結果、計が符合しない場合があります。

そ
の
他（
4
2
.4

％）
義務

的
経
費（
5
0
.2％

）
人件費
３０.１％

公債費
１１.７％

扶助費
８.４％

物件費物件費
２０２０.５％５％
物件費
２０.５％

繰出金
１６.４％

補助費等
３.２％

貸付金ほか
２.３％

普通建設事業費
７.３％

歳出
（性質別）

投資的経費 
（7.3％）

土木費

２９,１９６円

教育費

２８,３５７円

歳出
（目的別）

民生費
２５.６％

総務費
１３.０％

土木費
１２.４％

衛生費
１２.２％

教育費教育費
１２１２.１％１％
教育費
１２.１％

公債費
１１.７％

消防費消防費
６.９％９％
消防費
６.９％

議会費ほか
６.１％
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■
資
産
の
部
に
つ
い
て

　
平
成
16
年
度
末
現
在
の
資
産
合
計

は
３
６
２
億
７
　

５
０
０
万
円
。
主

な
も
の
は
土
地
、
建
物
、
機
械
装
置
、

備
品
な
ど
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
に
長
期
間
に
わ
た
っ
て
使

用
さ
れ
る
有
形
固
定
資
産
※
２
で
、

３
２
９
億
８
　

２
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

■
負
債
の
部
に
つ
い
て

　
次
世
代
が
負
担
す
る
こ
と
と
な
る

負
債
の
う
ち
、「
固
定
負
債
」は
支
払

期
限
が
一
年
を
超
え
て
到
来
す
る
も

の
を
い
い
、
町
の
借
金
で
あ
る
地
方

債（
年
度
末
残
高
か
ら
翌
年
度
償
還

予
定
の
元
金
を
引
い
た
額
）と
退
職

給
与
引
当
金
※
３
が
こ
れ
に
あ
た
り

ま
す
。
ま
た
、「
流
動
負
債
」は
支
払

期
限
が
一
年
以
内
に
到
来
す
る
も
の

で
、
平
成
17
年
度
中
に
償
還
予
定
の

公
債
費
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。
こ

れ
ら
を
合
わ
せ
た
負
債
合
計
は
１
０

６
億
９
　

６
０
０
万
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

■
正
味
資
産
に
つ
い
て

　
民
間
企
業
の「
資
本
金
」に
あ
た
る

正
味
資
産
※
４
は
、
資
産
合
計
か
ら

負
債
合
計
を
差
し
引
い
た
金
額
と
な

り
ま
す
が
、
国
県
支
出
金
と
一
般
財

源
等
を
合
わ
せ
て
総
額
２
５
５
億
７
　

９
０
０
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
町
民
一
人
あ
た
り
の
資
産
等

　
町
民
一
人
あ
た
り
に
換
算
す
る
と
、

資
産
合
計
が
１
１
１
万
４
千
円
、
負

債
合
計
が
32
万
９
千
円
、
差
し
引
き

の
正
味
資
産
合
計
が
78
万
５
千
円
と

な
り
ま
す
。

■
大
磯
町
全
体
の

　
　
　
　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
町
で
は
平
成
16
年
度
決
算
分
よ
り
、

町
全
体
の
財
務
状
況
を
把
握
す
る
た

め
、
一
般
会
計
に
国
民
健
康
保
険
事

業
等
、
各
特
別
会
計
と
土
地
開
発
公

社
を
加
え
た
連
結
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

も
試
算
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
町
全
体
の
資
産
合

計
は
４
８
４
億
６
０
０
万
円
。
こ
の

う
ち
有
形
固
定
資
産
は
４
５
７
億
４

０
０
万
円
で
、
負
債
合
計
は
１
８
２

億
７
　

１
０
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
一
人
あ
た
り
に
換
算

す
る
と
、
資
産
合
計
が
１
４
８
万
７

千
円
、
負
債
合
計
が
56
万
１
千
円
、

差
し
引
き
の
正
味
資
産
合
計
が
92
万

６
千
円
と
な
り
ま
す
。

※
１
　
町
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
は「
地

方
公
共
団
体
の
総
合
的
な
財
政
分

析
に
関
す
る
調
査
研
究
会
報
告
書

（
平
成
１２
年
総
務
省
）」で
提
唱
さ

れ
た
手
法
に
基
づ
き
試
算
し
た
も

の
で
、
①
普
通
会
計
を
対
象
と
す

る
②
取
得
し
た
原
価
主
義
③
昭
和

４４
年
度
以
降
の
決
算
統
計
デ
ー
タ

を
基
礎
数
値
と
す
る
④
会
計
年
度

の
最
終
日
を
作
成
基
準
日
と
す
る
、

等
の
前
提
と
な
っ
て
い
ま
す
。
な

お
、
普
通
会
計
は
一
般
会
計
に
い

く
つ
か
の
特
別
会
計
を
加
え
た
も

の
で
す
が
、
こ
こ
で
は
一
般
会
計

の
み
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

※
２
　
有
形
固
定
資
産
の
う
ち
土
地

を
除
く
資
産
は
、
取
得
価
格
か
ら

減
価
償
却
分
（
定
額
法
）
を
除
い

た
残
存
価
格
を
示
し
て
い
ま
す
。

※
３
　
退
職
給
与
引
当
金
は
、
年
度

末
に
職
員
全
員
が
普
通
退
職
す
る

も
の
と
仮
定
し
た
場
合
に
支
出
を

要
す
る
推
定
費
用
で
す
。

※
４
　
正
味
資
産
と
は
民
間
企
業
に

お
け
る
「
資
本
」
に
相
当
す
る
も

の
で
、
既
に
納
め
ら
れ
た
税
金
や

国
県
か
ら
の
補
助
金
等
を
財
源
と

し
て
取
得
し
て
い
る
金
額
に
相
当

し
ま
す
。

大
磯
町
の

を
作
成

　
町
の
財
務
分
析
の
方
法
と
し
て
、

平
成
16
年
度
決
算
に
基
づ
き
企
業
会

計
的
な
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
バ
ラ

ン
ス
シ
ー
ト
※
１
と
、
行
政
コ
ス
ト

計
算
書（
損
益
計
算
書
）の
試
算
表
を

作
成
し
ま
し
た
の
で
公
表
し
ま
す
。

○
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
概
要

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
町
の

施
設（
財
産
）や
現
金
・
債
権
な
ど

が
年
度
末
で
ど
の
く
ら
い
あ
る
の

か
を
一
覧
表
に
し
た
も
の
で
、
過

去
か
ら
の
財
政
運
営
の
結
果
と
し

て
蓄
積
さ
れ
た
資
産
状
況
や
、
そ

の
調
達
財
源
を
総
括
的
に
表
し
て

い
ま
す
。

財
務
諸
表

大磯町のバランスシート（普通会計）
（平成１７年3月３１日現在） （単位：百万円）

［ 資産の部 ］

１．有形固定資産 32,982　
　　　　　（うち土地 13,180）
　・庁舎、福祉施設、公園
　　施設、美化センター、
　　学校施設等

２．投資等 2,150　
　・投資及び出資金、貸付
　　金、特定目的基金等

３．流動資産 1,143　
　・現金、預金（財政調整
　　基金等）、未収金等

　資  産  合  計 36,275　

［ 負債の部 ］

１．固定負債 10,034　
　・地方債
　（翌年度償還予定分を除く）、
　　退職給与引当金等

２．流動負債 662　
　・地方債
　（翌年度償還予定額）等

　負  債  合  計 10,696　

［ 正味資産の部 ］

１．国県支出金 4,960　

２．一般財源等 20,619　

　　正味資産合計 25,579　

　負債・正味資産合計 36,275　

貸　　方借　　方

大磯町全体のバランスシート（連結）
（平成１７年3月３１日現在） （単位：百万円）

［ 資産の部 ］

１．有形固定資産 45,704　
　　　　　（うち土地 14,167）

２．投資等 1,170　

３．流動資産 1,532　

　資  産  合  計 48,406　

［ 負債の部 ］

１．固定負債 17,368　

２．流動負債 903　

　　負  債  合  計 18,271　

［ 正味資産の部 ］

１．国県支出金 8,476　

２．一般財源等 21,659　

　　正味資産合計 30,135　

　負債・正味資産合計 48,406　

貸　　方借　　方

●
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

●
行
政
コ
ス
ト
計
算
書

，
，

，

，

，
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■
費
用（
コ
ス
ト
）に
つ
い
て

　
平
成
16
年
度
中
に
か
か
っ
た
行
政

運
営
コ
ス
ト
を
み
る
と
、
国
民
健
康

保
険
事
業
等
の
医
療
費
や
下
水
道
事

業
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
約
16
％

を
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、「
当
期
純
行
政
コ
ス
ト
」は
マ

イ
ナ
ス
８
億
１
　

９
０
０
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
有
形
固
定

資
産
の
減
価
償
却
費
12
億
３
　

４
０

０
万
円
が
コ
ス
ト
と
し
て
加
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
コ
ス
ト
の
約
三
割
を
占
め

る
人
件
費
は
、
総
務
関
係
や
教
育
関

係
、
消
防
関
係
の
割
合
が
比
較
的
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
支
所
、

図
書
館
、
町
立
幼
稚
園
及
び
消
防
施

設
が
類
似
団
体
と
比
べ
て
充
実
し
て

い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ

ま
す
。

◎
財
務
諸
表
を
活
用
し
て

　
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作
成
す
る
こ

と
に
よ
り
、
年
に
一
度
、
町
の
ス
ト

ッ
ク（
資
産
及
び
負
債
）状
況
を
確
認

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
を
年

次
別
推
移
や
類
似
団
体
と
比
較
す
る

こ
と
で
、
町
の
長
期
計
画
の
参
考
資

料
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

行
政
コ
ス
ト
計
算
書
に
よ
り
一
年
間

の
実
質
的
な
経
費
を
把
握
す
る
こ
と

で
、
毎
年
の
予
算
編
成
や
行
政
改
革

の
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
財
政
課
　
☎
内
線
２
１
５

○
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
概
要

　
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
は
民
間

企
業
の「
損
益
計
算
書
」に
あ
た
る

も
の
で
す
。
町
で
は
総
務
省
方
式

を
参
考
に
、
平
成
16
年
度
一
般
会

計
歳
出
決
算
及
び
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
を
基
に
試
算
し
ま
し
た
。

大磯町行政コスト計算書（普通会計）
（平成１６年4月1日から平成１７年3月３１日まで）

（単位：千円）

費用（コスト）の部  （構成比率）
　１　人にかかる費用
　　　　人件費 2,321,162 30.4%
　　　　退職給与引当金繰入等 161,011 2.1%
　　　　　　　　　小　計 2,482,173 32.5%
　２　物にかかる費用
　　　　物件費 1,604,374 21.0%
　　　　維持補修費 97,278 1.3%
　　　　減価償却費 1,234,164 16.2%
　　　　　　　　　小　計 2,935,816 38.5%
　３　移転支出的な費用
　　　　扶助費 560,635 7.3%
　　　　補助費等 229,104 3.0%
　　　　繰出金 1,198,461 15.7%
　　　　普通建設事業費 0 0.0%
　　　　　　　　　小　計  1,988,200 26.0%
　４　その他の費用
　　　　災害復旧費 17,314 0.2%
　　　　公債費（利子分のみ） 202,402 2.7%
　　　　不納欠損額 4,872 0.1%
　　　　　　　　　小　計 224,588 3.0%
　　　　　　　　費用合計 7,630,777 （A）　　　　　100.0％

収入の部
　　　　使用料・手数料等  202,855 3.0%
　　　　国庫(県)支出金  589,306 8.6%
　　　　分担金負担金  34,536 0.5%
　　　　財産収入  43,436 0.6%
　　　　繰入金  10,258 0.2%
　　　　諸収入  40,485 0.6%
　　　　一般財源  5,890,485 86.5%
　　　　　　　　収入合計 6,811,361 （B）　　　　　100.0％

当期純行政コスト（純余剰） -819,416 （B）－（A）　　　　　　
国庫支出金取り崩し（償却）高 158,448
県支出金取り崩し（償却）高 72,292
当期一般財源等増加額    -588,676
前期繰越一般財源等    21,207,413
当期末一般財源等    20,618,737

【
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業
と
は
？
】

　
こ
の
事
業
は
、
肥
満
、
高
血
圧
、

高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
習

慣
病
予
備
軍（
要
指
導
域
に
あ
る
方
）

に
あ
る
方
の
、
予
防
と
改
善
を
目
的

と
し
た
健
康
づ
く
り
事
業
で
す
。

【
ど
ん
な
こ
と
を
す
る
の
？
】

①
体
力
測
定
、
血
液
検
査
等

②
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器
等
を
使
用
し

た
運
動

③
生
活
相
談
、
栄
養
相
談

【
参
加
で
き
る
人
は
？
】

次
の
①
〜
⑥
を
全
て
満
た
す
方

①
大
磯
町
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

②
年
齢
65
歳
未
満

③
平
成
17
年
度
に
基
本
検
診
等
を
受

診
さ
れ
た
方
で
、
検
査
の
結
果
、

肥
満
、
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
糖

尿
病
な
ど
改
善
の
指
摘
を
受
け
た

方
④
心
疾
患
、
脳
血
管
疾
患
の
既
往
の

な
い
方

⑤
前
期
・
後
期
す
べ
て
の
教
室
に
参

加
継
続
で
き
る
方（
全
36
回
）

⑥
資
料
作
成
の
た
め
、
検
査
・
測
定

デ
ー
タ
を
利
用
す
る
こ
と
に
同
意

し
て
い
た
だ
け
る
方

◎
問
い
合
わ
せ
　
町
民
課

　
☎
内
線
２
４
７
・
２
７
４

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

国
保
ヘ
ル
ス
ア
ッ
プ
事
業

参
加
者

参
加
者 

募
集
募
集

参
加
者 

募
集

生
活
習
慣
病
を
撃
退
し
よ
う
！

募集期間　 5月 1日（月）～12日（金）（土日・祝日を除く）
募集方法　参加希望者は、窓口に備えてある申込書・同意書に必要事項を記入し、
　　　　　平成17年度に受診した基本健康診査等の結果を添付して申込みください。

開　催　期　間 時間・場所

5 月23日（火）～11月21日（火）

募集人数

①、②コ
ースとも
先着20名

参加費

全36回中
（前期24回：毎週火・金曜日）
（後期12回：毎週火曜日）

①午前 9時30分～11時30分
保健センター他

②午後 1時30分～ 3時30分
国府支所他

スポーツ保険代
1,500円

血液検査代
3,000円

▼
▼

，

，



○自営業の方（国民年金などの方）
　　596.3万円未満

○サラリーマン（厚生年金等の方）
　　780万円未満

○自営業の方（国民年金などの方）
　780万円未満

○サラリーマン（厚生年金等の方）
　860万円未満

（例）収入額で夫婦と児童2人の世帯の場合（目安）

所得制限限度額
は、前年（１月から
５月までの月分に
ついては前々年）
の所得額で判定
します。

　
平
成
18
年
４
月
１
日
よ
り
児
童
手

当
法
が
改
正
さ
れ
、
児
童
手
当
の
支

給
対
象
年
齢
が
、
こ
れ
ま
で
の
小
学

校
３
年
生
修
了
前
か
ら
小
学
校
６
年

生
修
了
前
ま
で
に
拡
充
さ
れ
、
所
得

制
限
が
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た（
表

１
）。

　
制
度
改
正
に
よ
り
対
象
と
な
る
児

童
の
保
護
者
の
方
は
平
成
18
年
９
月

30
日
ま
で
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
所
得
制
限
限
度
額
は
、
前
年（
１

月
か
ら
５
月
ま
で
の
月
分
に
つ
い
て

は
前
々
年
）の
所
得
額
で
判
定
し
ま

す
。
所
得
額
が
制
度
改
正
後
の
制
限

額
以
上
の
場
合
に
は
、
児
童
手
当
は

支
給
さ
れ
ま
せ
ん（
表
２
）。

《
今
回
申
請
が
必
要
な
方
》

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
さ
れ
る
方

は
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

◎
平
成
18
年
度
に
小
学
校
５
年
生
ま

た
は
６
年
生
の
児
童（
平
成
６
年

４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）が
い
る
保
護
者

の
方
で
、
現
在
児
童
手
当
を
受
給

し
て
い
る
方
。

　

児
童
手
当
額
改
定
請
求
書
を
提
出

◎
平
成
18
年
度
に
小
学
校
５
年
生
ま

た
は
６
年
生
の
児
童（
平
成
６
年

４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
８
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）が
い
る
保
護
者

の
方
で
、
現
在
児
童
手
当
を
受
給

さ
れ
て
い
な
い
方
。

児
童
手
当
新
規
認
定
請
求
書
を
提
出

◎
こ
れ
ま
で
所
得
制
限
に
よ
り
児
童

手
当
を
受
給
し
て
い
な
い
保
護
者

の
方
。

児
童
手
当
新
規
認
定
請
求
書
を
提
出

　
児
童
手
当
新
規
認
定
請
求
書
を
提

出
さ
れ
る
方
は
次
の
書
類
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

○
申
請
者
が
厚
生
・
共
済
年
金
に
加

入
し
て
い
る
場
合
は
、
本
人
の
保

険
証
の
コ
ピ
ー
も
し
く
は
「
年
金

加
入
証
明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま

す
。

○
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
、
大
磯

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
平
成
17
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
で
発
行
さ
れ
る
平
成
17
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

○
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
、
大
磯

町
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
平
成
18
年
１
月
１
日
現
在
の

住
所
地
で
発
行
さ
れ
る
平
成
18
年

度
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

（
平
成
18
年
度
児
童
手
当
用
所
得

証
明
書
は
平
成
18
年
６
月
１
日
以

降
に
各
市
区
町
村
よ
り
発
行
さ
れ

ま
す
。）

《
今
回
申
請
の
必
要
が
な
い
方
》

　
平
成
18
年
度
に
小
学
校
４
年
生（
平

成
８
年
４
月
２
日
生
ま
れ
〜
平
成
９

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）の
児
童
が
い

る
保
護
者
の
方
で
、
既
に
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
る
方
は
特
に
必
要
な

手
続
き
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
児
童
手
当
受
給
者
は
、
毎
年
６
月

に
「
現
況
届
」
を

提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
平
成
18
年
度

現
況
届
の
提
出
に

つ
い
て
は
改
め
て

町
よ
り
通
知
し
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　

☎
内
線
３
０
５
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児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当

児
童
手
当
が
拡
充

注意
○扶養親族等の数は、税法上の控除対象配偶者及び扶養親族の数である。
○所得税法に規定する老人控除対象配偶者又は老人扶養親族があるものについての限度額（所得
　額ベース）は上記の額に、該当老人控除対象配偶者または老人扶養親族１人につき６万円を加
　算した額。

内　　容 制 度 改 正 前 制 度 改 正 後

支給対象年齢

所得制限限度額

（変更しない点）

支 給 月 額

支 払 時 期

9歳になった最初の3月31日まで 12歳になった最初の3月31日まで

第1子　5,000円　第2子　5,000円　第3子　10,000円

原則として毎年2月、6月、10月にそれぞれの前月分まで支給
されます。

表1　児童手当制度の改正に伴う変更点について

表2　児童手当制度改正に伴う所得制限限度額の比較表　（単位：万円）

制 度 改 正 前 制 度 改 正 後

国民年金等加入者
所得額

厚生年金等加入者
所得額

国民年金等加入者
所得額

厚生年金等加入者
所得額

扶養親族等
の数

301.0

339.0

377.0

415.0

453.0

460.0

498.0

536.0

574.0

612.0

460.0

498.0

536.0

574.0

612.0

532.0

570.0

608.0

646.0

684.0

0人

1人

2人

3人

4人

小学

3年生

小学

6年生

小学

3年生

小学

6年生



　
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
父
、
母
ま
た

は
養
育
者
で
、
平
成
18
年
４
月
に
小

学
校
・
中
学
校
・
高
等
学
校
に
入
学

し
た
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方
は
助

成
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
の
で
、
次
に

よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
所
得

制
限
あ
り
）

▼
対
象
者

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
で
、
平
成

18
年
４
月
１
日
現
在
、
大
磯
町
に
６
ヵ

月
以
上
居
住
し
、
住
民
基
本
台
帳
に

登
録
さ
れ
て
い
る
児
童（
た
だ
し
、

生
活
保
護
受
給
者
や
施
設
入
所
者
等

は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

▼
申
請
方
法

　
５
月
８
日（
月
）〜
31
日（
水
）の
間

に
、
申
請
書
と
必
要
書
類
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
申
請
者
の
預
金
口
座
番
号（
郵
便

局
以
外
）

・
対
象
者
と
確
認
で
き
る
も
の（
児

童
扶
養
手
当
証
書
・
ひ
と
り
親
家

庭
等
医
療
費
助
成
事
業
医
療
証
等
）

・
高
等
学
校
入
学
の
場
合
は
、
在
学

を
証
明
で
き
る
も
の

・
印
か
ん（
認
印
）

▼
所
得
制
限
（
別
表
の
と
お
り
）

　
父
・
母
・
養
育
者（
申
請
者
）及
び

同
居
の
家
族（
扶
養
義
務
者
）の
所
得

が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
対
象

と
な
り
ま
せ
ん
。

▼
支
給
方
法

　
所
得
等
の
審
査
後
、
該
当
す
る
申

請
者
に
対
し
て
、
口
座
振
込
み
に
よ

り
支
給
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課
　

　
☎
内
線
３
０
５

　
５
月
５
日
の
「
こ
ど
も
の
日
」
か

ら
１
週
間
を
児
童
福
祉
週
間
と
定
め

て
お
り
、
今
年
で
制
定
60
周
年
と
な

り
ま
す
。

　
近
年
、
子
ど
も
た
ち
が
大
人
か
ら

の
虐
待
に
遭
い
生
命
が
奪
わ
れ
る
よ

う
な
重
大
な
事
件
や
、
外
出
し
て
い

る
子
ど
も
が
凶
悪
な
犯
罪
に
巻
き
込

ま
れ
る
と
い
っ
た
事
件
が
相
次
い
で

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
全
て
の
子
ど
も
が
豊
か
な
愛
情
に

包
ま
れ
な
が
ら
、
健
や
か
に
育
つ
こ

と
は
、
み
ん
な
の
願
い
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
夢
と

希
望
を
も
ち
、
そ
れ
ぞ
れ
の
意
志
で

「
未
来
の
大
人
」
と
し
て
育
っ
て
い

け
る
よ
う
、
こ
の
機
会
に
、
子
ど
も

た
ち
を
見
守
る
地
域
社
会
や
環
境
づ

く
り
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ

い
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　

☎
内
線
３
０
５

　
今
年
度
の
施
設
開
放
日
は
、
４
園

と
も
、
５
月
か
ら
毎
週
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
未
就
園
児
の
お
子
さ
ん
と

保
護
者
の
方
が
幼
稚
園
の
先
生
と
一

緒
に
活
動
す
る
体
験
入
園
も
、
毎
月

１
回
開
催
し
ま
す
。

　
ど
う
ぞ
気
軽
に
、
最
寄
り
の
幼
稚

園
に
遊
び
に
来
て
く
だ
さ
い
。

▼
施
設
開
放
日

　
（
時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
中
）

○
大
磯
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
☎（
61
）０
５
０
５

○
小
磯
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
☎（
61
）４
０
９
３

○
国
府
幼
稚
園
　
毎
週
木
曜
日

　
☎（
71
）０
５
４
９

○
月
京
幼
稚
園
　
毎
週
金
曜
日

　
☎（
71
）３
０
５
０

※
体
験
入
園
日
に
つ
い
て
は
、
各
園

に
て
日
程
表
を
渡
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
学
校
教
育
課
　

☎
内
線
３
２
７

　
町
立
保
育
園
で
は
園
児
と
一
緒
に

遊
ん
で
く
れ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
園
児
と
話
し
た
り
、
遊
ん
だ
り

楽
し
く
す
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　
来
園
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
対
象
　
60
歳
以
上
の
方

▼
と
き

６
月
15
日（
木
）、
９
月
14
日（
木
）、

平
成
19
年
１
月
18
日（
木
）、
２
月

15
日（
木
）、
３
月
13
日（
火
）

い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

▼
申
込
み
期
間

　
５
月
８
日（
月
）〜
31
日（
水
）

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　

☎
内
線
３
０
５
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ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
助
成
金
を
支
給

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
助
成
金
を
支
給

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
助
成
金
を
支
給

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
助
成
金
を
支
給

ひ
と
り
親
家
庭
等
へ
助
成
金
を
支
給

扶養親族等の数

平成17年度所得（平成16年分の所得）

0人

1人

2人

3人

4人

190,000円 未満

570,000円 未満

950,000円 未満

1,330,000円 未満

1,710,000円 未満

2,360,000円 未満

2,740,000円 未満

3,120,000円 未満

3,500,000円 未満

3,880,000円 未満

父・母・養育者
（申請者）

同居の家族
（扶養義務者）

別表

町　立町　立
幼稚園幼稚園
町　立
幼稚園

児
童
福
祉
週
間

児
童
福
祉
週
間
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町
で
は
、
総
合
計
画
基
本
構
想
の

実
現
を
め
ざ
し
、
土
地
利
用
・
ま
ち

づ
く
り（
都
市
づ
く
り
）分
野
の
大
磯

ら
し
さ
を
表
す
基
本
計
画
と
し
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
32
年
度
ま
で

の
15
年
間
を
計
画
年
度
と
す
る
「
大

磯
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ら

し
ま
す
。

　
な
お
、
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
素
案
の
作
成

段
階
か
ら
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

や
意
見
募
集
を
行
う
な
ど
、
多
く
の

町
民
の
方
の
意
見
を
い
た
だ
い
て
参

り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
、
都

市
計
画
審
議
会
及
び
町
議
会
で
審
議

を
い
た
だ
き
、
検
討
を
重
ね
て
参
り

ま
し
た
。

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
と
は
？

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
と
は
、
ま

ち
づ
く
り
条
例
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

計
画
で
、
同
時
に
都
市
計
画
法
の
「
市

町
村
の
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的

な
方
針（
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
）」

と
な
り
ま
す
。

　
そ
の
役
割
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
町
の
土
地
利
用
計
画
と
都
市
計
画

の
基
本

②
都
市
づ
く
り
に
関
す
る
部
門
別
計

画
の
調
整
と
、
部
門
別
計
画
の
指

針
③
町
民
、
事
業
者
、
行
政
の
共
通
の

ま
ち
づ
く
り
の
目
標

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
の
構
成

　
ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
は
５
章
か

ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

計
画
を
み
る
に
は

　
５
月
１
日（
月
）か
ら
次
の
と
お
り

縦
覧
等
を
行
い
ま
す
。

【
縦
覧
】

・
ま
ち
づ
く
り
課（
本
庁
舎
２
階
）

・
町
民
情
報
コ
ー
ナ
ー（
本
庁
舎
、

国
府
支
所
）

・
図
書
館（
本
館
、
国
府
分
館
）

※
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

【
販
売
】

　
ま
ち
づ
く
り
課（
本
庁
舎
２
階
）で

計
画
書
を
販
売
し
ま
す
。
価
格
は
１
、

５
０
０
円（
税
込
）で
す
。

　
ま
た
、
計
画
書
の
概
要
版
を
無
料

で
お
渡
し
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
ま
ち
づ
く
り
課
　

☎
内
線
２
４
３

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
策
定

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
策
定

ま
ち
づ
く
り
基
本
計
画
を
策
定

第1章　まちづくり基本計画のめざすもの
　　　　……計画の策定趣旨など
第2章　まちづくりの課題
　　　　……特性や課題の整理
第3章　全体構想
　　　　……大磯らしいまちづくりの目標など
第4章　地域別構想
　　　　……全体構想に基づいた地域のまちづくりの目標など
第5章　まちづくり基本計画の推進に向けて
　　　　……計画の進め方

　「
大
磯
町
次
世
代
育
成
支
援
地
域

行
動
計
画
」と「
大
磯
町
障
害
者
福
祉

計
画
」が
施
行
さ
れ
て
１
年
が
経
ち

ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
計
画
は
、
平
成

17
年
度
か
ら
の
５
年
間
の
町
の
施
策

を
定
め
た
も
の
で
す
。

　
計
画
に
沿
っ
て
、「
豊
か
な
自
然
の

中
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」「
障
害
の
あ
る
人
も
な

い
人
も
地
域
で
支
え
あ
い
共
生
し
て

い
く
ま
ち
づ
く
り
」を
め
ざ
し
て
お

り
ま
す
。

　
平
成
17
年
度
の
進
行
状
況
を
公
表

し
て
い
ま
す
の
で
、
役
場
１
階
町
民

情
報
コ
ー
ナ
ー
、
国
府
支
所
又
は
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
子
育
て
介
護
課
　
☎
内
線
３
０
５

・
福
祉
課
　
☎
内
線
３
５
４

「
次
世
代
育
成
支
援
地
域
行
動
計
画
」、

「
障
害
者
福
祉
計
画
」
の
進
行
状
況
を
公
表

　「
旧
吉
田
茂
邸
」
の
保
存
・
活
用

に
向
け
た
要
望
の
署
名
活
動
に
つ
き

ま
し
て
は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
様
を
中
心
に
５
１
　

０

０
０
人
を
超
え
る
方
々
か
ら
署
名
を

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
き
ま
し
た
。

　
３
月
27
日（
月
）に
、
神
奈
川
県
庁

で
、
松
沢
県
知
事
及
び
牧
島
県
議
会

議
長
へ
、
ま
た
、
４
月
４
日（
火
）に

は
首
相
官
邸
で
官
房
副
長
官
に
内
閣

総
理
大
臣
宛
て
の
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　
国
や
県
も
署
名
を
重
く
受
け
止
め
、

「
保
存
・
活
用
を
前
提
に
、
関
係
機

関
と
調
整
を
重
ね
て
意
向
に
添
え
る

よ
う
に
更
に
努
力
を
す
る
」
と
力
強

い
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
要
望
書
を
提
出
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
報
告
と
と
も
に
ご
協
力
に
対
し
て

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
後
と
も
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
磯
町
区
長
連
絡
協
議
会
長

大
磯
町
商
工
会
長
　
　
　
　

◎
問
い
合
わ
せ

・
企
画
室
　
☎
内
線
２
０
５

・
区
長
連
絡
協
議
会（
事
務
局
　
地

域
協
働
課
）　
☎
内
線
２
３
６

・
大
磯
町
商
工
会
　

☎（
61
）０
８
７
１

「
旧
吉
田
茂
邸

旧
吉
田
茂
邸
」
の
保
存
要
望
書
を

の
保
存
要
望
書
を

　
　
　
　
　
　
総
理
大
臣
な
ど
へ
提
出

　
　
　
　
　
　
総
理
大
臣
な
ど
へ
提
出

「
旧
吉
田
茂
邸
」
の
保
存
要
望
書
を

　
　
　
　
　
　
総
理
大
臣
な
ど
へ
提
出

，
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″不
幸
な
命
を
生
ま
な
い
た
め
に

飼
猫
に
不
妊
・
去
勢
手
術
を
し
ま
し
ょ

う
。
〞

　
次
の
と
お
り
飼
猫
に
対
す
る
不
妊
・

去
勢
手
術
費
用
の
助
成
を
行
い
ま
す
。

　▼
助
成
対
象
者

　
飼
猫
の
不
妊
・
去
勢
手
術
を
行
っ

た
飼
養
者

▼
助
成
額

　
不
妊
手
術
　
１
匹
　

３
　

０
０
０
円

　
去
勢
手
術
　
１
匹
　

２
　

０
０
０
円

▼
申
請
限
度
数

５
匹
ま
で（
飼
養
者
と
そ
の
世
帯

の
者
が
平
成
19
年
３
月
31
日
ま
で

に
申
請
で
き
る
合
計
匹
数
）

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　
・
手
術
費
の
領
収
書

　
・
愛
猫
登
録
証

　
・
印
鑑

▼
申
請
場
所

　
町
民
課
又
は
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

の
各
窓
口

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

　
町
ぐ
る
み
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

公
園
や
ハ
イ
キ
ン
グ
コ
ー
ス
、
海
岸

な
ど
公
共
の
場
の
一
斉
清
掃
を
実
施

し
、
環
境
美
化
の
啓
発
と
意
識
の
高

揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施

し
ま
す
。

　
毎
回
各
種
団
体
な
ど
の
協
力
を
得

て
、
大
勢
の
方
に
参
加
し
て
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
今
年
も
皆
様
の
積
極

的
な
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
清
掃
区
域
は
左
表

の
と
お
り
で
す
。
各

地
区
ご
と
に
清
掃
区

が
決
ま
っ
て
い
ま
す
。

各
自
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

※
荒
天
時
は
28
日（
日
）に
延
期

◎
問
い
合
わ
せ
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

　
☎（
72
）４
４
３
８

5
月
２１
日（
日
）午
前
7
時
か
ら

清掃区

1
2
3
4
5
6
7
8
9
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１９
２０
２１
２２

清　　掃　　区　　域

花水川河川敷・高麗山ハイキングコース
行政境～大磯保育園下
大磯保育園下～北浜歩道橋下
北浜歩道橋下～照ヶ崎防波堤
照ヶ崎防波堤～鴫立川
鴫立川～大磯中学校西地下道
大磯中学校西地下道～白岩神社下地下道
白岩神社下地下道～小磯幼稚園下地下道
小磯幼稚園下地下道～西小磯老人憩いの家下地下道
西小磯老人憩いの家下地下道～不動川
不動川～ロングビーチ駐車場西側下
ロングビーチ駐車場西側下～ロングビーチテニスコート下地下道
ロングビーチテニスコート下地下道～行政境
不動川・馬場公園
御嶽神社・鷹取神社参道
八坂神社とその周辺
下田・富士見平（虫窪地区）
黒岩公民館・池之神社とその周辺
西久保福祉館・飯綱神社とその周辺
月京児童館・国府小学校付近道路・不動川河川敷
石神台町内公園とその周辺
大磯駅前広場及びその周辺

2～１３は
海岸清掃

　
駐
車
違
反
は
、
事
故
や
渋
滞
の
原

因
に
も
な
り
、
迷
惑
を
感
じ
て
い
る

方
が
大
勢
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
道
路
交
通
法
の
一
部

が
改
正
さ
れ
、
６
月
１
日
か
ら
違
法

駐
車
に
対
す
る
取
締
り
方
法
が
変
わ

り
ま
す
。

変
更
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
　
車
両
の
所
有
者
な
ど
を
対
象
と

し
た
放
置
違
反
金
の
制
度
が
導
入

さ
れ
ま
す
。

二
　
民
間
の
駐
車
監
視
員
が
放
置
駐

車
違
反
の
確
認
を
行
い
ま
す
。

三
　
悪
質
・
危
険
、
迷
惑
な
駐
車
に

重
点
を
置
き
、
短
時
間
の
放
置
駐

車
も
取
り
締
ま
り
ま
す
。

四
　
放
置
違
反
金
を
納
付
し
な
い
と

車
検
を
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
駐
車
違
反
を
し
な
い
よ

う
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
大
磯
警
察
署
　
☎（
72
）０
１
１
０

・
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６

違法駐車違法駐車の
 取締り取締りが
　　　　 変わります変わります

違法駐車の
 取締りが
　　 変わります

　
石
神
台
自
治
会（
高
橋

是
会
長
）よ
り
地
区
内
の

防
犯
灯
１
１
２
基（
新
設

26
基
、
交
換
86
基
）の
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
を
い
た
だ
い
た
防

犯
灯
は
、
今
後
町
で
管
理

を
行
い
、
防
犯
に
役
立
て

て
ま
い
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
６
６

防犯灯を寄付防犯灯を寄付防犯灯を寄付防犯灯を寄付

・・・・

，，
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分
野

講
座
番
号

総合計画について

行政改革について

町役場の組織と仕事

広報について

町の財政状況について

入札制度について

情報公開制度と個人情報保護制度

男女共同参画社会について

町議会について

監査について

障害者のための福祉施策

障害者自立支援法について

国民健康保険について

老人保健医療について

子育て支援について

壮年期からの体力づくり【体験】

高齢者の頭と心の体操【体験】

介護保険制度について

高齢者福祉サービスについて

Ａ
　
町
　
政
　
一
　
般

Ｂ
　
福
　
祉
　
・
　
健
　
康

戸籍について

町税について

被害にあわないために

交通安全教室

1

1

1

1

1

0.5

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0.5

1

1

1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

○

○

○

○

○

○

○

講
座
時
間

備
　
考

テ　ー　マ

Ｃ
　
暮
　
ら
　
し

Ｄ
　
都
市
基
盤
・
環
境

Ｅ
　
産
業

　
・
経
済

Ｆ
　

教
育

防犯対策について

選挙について

防災講座①初期消火訓練【体験】

防災講座④煙道訓練【体験】

防災講座⑤地震災害に備えて

まちづくり条例について

都市計画について

農林水産業について

商店街の活性化と観光

教育委員会のしくみと役割について

幼稚園教育の意義について

図書館の活用法【施設見学含む】

住居表示制度について

環境基本計画について

一般廃棄物（ごみ・生活排水）処
理基本計画について

公共下水道について

ごみ対策について

特定非営利活動法人設立について

消防署の役割について
【施設・車両見学含む】

防災講座②救急講習【体験】

防災講座③普通救命研修【体験】

※ 

備
考
欄
に
○
印
の
あ
る
講
座
は
、
業
務
の
都
合
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
月
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

1

0.5

0.5 ○

3

2

2

4

2

1

1

1

0.5

1

1 ○

1 ○

1 ○

1

1 ○

1 ○

1 ○

2

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

職
員
出
前
講
座
の
案
内

　
大
磯
町
出
身
の
２

名
が
青
年
海
外
協
力

隊
員
と
し
て
赴
任
し

ま
し
た
。
海
外
で
活

躍
す
る
前
に
、
町
を

訪
問
し
、
抱
負
を
語

っ
て
く
れ
ま
し
た
。

今
後
も
坂
本
さ
ん
、

林
さ
ん
の
よ
う
に
在

住
青
年
が
海
外
等
で

活
躍
し
て
く
れ
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

▼
坂
本
　
菜
穂
子
さ
ん（
東
小
磯
）

　
派
遣
国
　
ス
リ
ラ
ン
カ

　
職
種
　
保
育
士
に
対
す
る
知
識
、

　
　
　
　
技
術
向
上
の
た
め
の
支
援

　
派
遣
期
間
　
２
年
間

▼
林
　
良
平
さ
ん（
石
神
台
）

　
派
遣
国
　
モ
ン
ゴ
ル

　
職
種
　
水
泳
普
及
、
指
導

　
派
遣
期
間
　
２
年
間

◎
問
い
合
わ
せ

・
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
横
浜

　
☎
０
４
５（
６
６
３
）３
２
２
１

・
総
務
課
　
☎
内
線
２
１
３

海外協力隊として
在住青年が活躍

　
町
で
は
、
町
の
仕
事
や
事
業
の
内

容
な
ど
を
皆
さ
ん
に
知
っ
て
も
ら
う

た
め
に
、「
職
員
出
前
講
座
」を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
興
味
の
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
を
見
つ
け

た
ら
、
グ
ル
ー
プ
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。
あ
な
た
の
も
と
へ
職
員
が
説

明
に
伺
い
ま
す
。

　
ま
ち
の
こ
と
な
ど
、
一
緒
に
考
え

て
み
ま
し
ょ
う
。

▼
申
込
み
が
で
き
る
人（
グ
ル
ー
プ
）

は
？

　
町
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
方
で
、

10
人
以
上
の
グ
ル
ー
プ
で
申
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
出
前
講
座
の
メ
ニ
ュ
ー
は
？

　
講
座
内
容
は
、
左
表
の
と
お
り
で

す
。
希
望
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ん
で
く

だ
さ
い
。

　
希
望
の
内
容
が
メ
ニ
ュ
ー
に
な
い

場
合
に
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日
時
は
？

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
９
時
ま
で
で
、

曜
日
は
問
い
ま
せ
ん
。（
年
末
年
始
は

除
く
）

▼
開
催
場
所
は
？

　
町
内
の
会
場
を
皆
さ
ん
で
用
意
し

て
く
だ
さ
い
。（
自
宅
で
も
構
い
ま
せ

ん
）

▼
出
前
講
座
に
要
す
る
費
用
は
？

　
町
が
用
意
す
る
資
料
は
無
料
で
す

が
、
講
座
に
よ
り
材
料
費
等
の
実
費

負
担
を
し
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り

ま
す
。

▼
申
込
み
が
で
き
な
い
場
合
は
？

　
次
の
場
合
は
申
込
み
が
で
き
ま
せ

ん
。

①
公
の
秩
序
を
乱
し
、
又
は
善
良
な

風
俗
を
阻
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

も
の

②
政
治
、
宗
教
又
は
営
利
を
目
的
と

し
た
催
し
を
行
う
お
そ
れ
の
あ
る

も
の

③
出
前
講
座
の
目
的
に
反
す
る
と
認

め
ら
れ
る
も
の

▼
注
意
事
項

○
講
座
の
進
行
は
、
皆
さ
ん
で
お
願

い
し
ま
す
。

○
体
を
動
か
す
講
座
も
あ
り
ま
す
。

け
が
な
ど
に
注
意
す
る
と
と
も
に
、

必
要
な
対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
そ
の
場
で
は
回
答
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

○
こ
の
講
座
は
、
苦
情
や
要
望
を
伺

う
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
町
政
へ
の
意
見
・
要
望
に
つ
い

て
は
、「
ま
ち
づ
く
り
の
箱
」を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
方
法
は
？

　
講
座
を
開
催
し
よ
う
と
す
る
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
は
、
開
催
希
望
日
の

２
週
間
前
ま
で
に
、
申
込
書
を
持
参
、

郵
送
ま
た
は
FAX
の
い
ず
れ
か
に
よ
り

地
域
協
働
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
地
域
協
働
課

　
☎
内
線
２
３
７
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公
共
下
水
道
は
、
清
潔
で
快
適
な

生
活
環
境
を
築
く
た
め
だ
け
で
な

く
、
河
川
や
海
な
ど
の
水
質
汚
濁
を

防
止
し
、
大
雨
に
よ
る
浸
水
の
防
除

な
ど
の
役
割
を
担
う
重
要
な
施
設
で

す
。
　
町
で
は
、
多
く
の
方
が
清
潔
で
快

適
な
生
活
を
お
く
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
、
公
共
下
水
道
の
整
備
を
推

進
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

供
用
開
始

　
５
月
１
日
か
ら
、
大
磯
・
東
小

磯
・
西
小
磯
・
国
府
本
郷
地
区
の
一

部
の
区
域
に
お
い
て
、
公
共
下
水
道

が
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

下
水
道
接
続

　
公
共
下
水
道
が
使
え
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
ら
、
で
き
る
だ
け
早
く
家

庭
な
ど
か
ら
の
汚
水
を
、
直
接
公
共

下
水
道
に
流
す
排
水
設
備
設
置
工
事

（
接
続
工
事
）を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
（
下
水
道
法
第
十
条
）

　
す
で
に
公
共
下
水
道
が
使
用
で
き

る
区
域
に
お
住
ま
い
で
ま
だ
接
続
し

て
い
な
い
方
も
、
生
活
環
境
の
向
上

と
水
質
保
全
の
た
め
に
接
続
を
お
願

い
し
ま
す
。

工
事
費
補
助
制
度

　
町
で
は
、
公
共
下
水
道
が
使
え
る

日（
供
用
開
始
日
）か
ら
３
年
以
内
に

接
続
を
す
る
場
合
に
は
、
一
定
の
条

件
を
設
け
て
工
事
費
の
助
成
と
し
て
、

奨
励
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

接
続
工
事
に
要
す
る
費
用
に
対
し
て

融
資
あ
っ
せ
ん
制
度
も
行
っ
て
い
ま

す
。
補
助
制
度
を
利
用
し
、
早
め
の

接
続
を
お
願
い
し
ま
す
。

指
定
工
事
店

　
排
水
設
備
の
工
事
は
、
町
の
指
定

工
事
店
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

町
へ
の
申
請
手
続
き
等
も
指
定
工
事

店
が
代
わ
っ
て
行
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

　
下
水
道
課
　

☎
内
線
２
２
４

下水道接続で下水道接続で

快適な快適な

環境づくり環境づくり

下水道接続で下水道接続で

快適な快適な

環境づくり環境づくり

下水道接続で

快適な

環境づくり

　
国
土
交
通
省
で
は
平
成
15
年

度
よ
り
、
国
道
１
号
の
長
者
町

交
差
点
か
ら
大
磯
中
学
校
交
差

点
の
間
で
、
次
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
電
線
共
同
溝
事
業
を
進
め

て
い
ま
す
。

　
工
事
期
間
中
、
近
隣
の
皆
様

に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
町
の
防
災
機
能
向
上
及
び

き
れ
い
な
沿
道
の
景
観
作
り
を

目
指
し
努
力
い
た
し
ま
す
の
で
、

工
事
完
成
ま
で
の
期
間
ご
協
力

く
だ
さ
い
。

▼
工
事
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

　（
平
成
19
年
度
完
成
予
定
）

○
山
王
町
交
差
点
〜
三
沢
橋
交

差
点（
４
３
２
ｍ
）　

　
現
在
、
最
終
歩
道
整
備
工
事

施
工
中

○
三
沢
橋
〜
大
磯
消
防
署
前
交

差
点（
３
７
５
ｍ
）

　
現
在
、
電
柱
に
あ
る
ケ
ー
ブ

ル
の
地
中
化
、
電
線
・
電
柱

の
撤
去
工
事
中

○
大
磯
消
防
署
前
交
差
点
〜
大

磯
中
学
校
交
差
点（
７
６
１
ｍ
）

　
今
後
、
電
柱
に
あ
る
ケ
ー
ブ

ル
の
地
中
化
、
電
線
・
電
柱

の
撤
去
工
事
を
予
定

▼
電
線
共
同
溝
と
は
？

　
電
柱
に
は
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た

電
力
線
、
電
話
線
等
や
情
報
用

ケ
ー
ブ
ル
を
道
路
の
地
下
に
収

容
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
電
線
類
は
、
町
の

景
観
を
損
な
う
ば
か
り
で
な
く
、

消
防
活
動
の
妨
げ
に
な
っ
た
り
、

震
災
や
台
風
時
に
は
電
柱
が
倒

れ
た
り
電
線
が
切
れ
た
り
し
て

風
や
雷
、雪
等
の
自
然
条
件
に

さ
ら
さ
れ
る
た
め
事
故
率
が
高

く
、
電
力
や
通
信
サ
ー
ビ
ス
の

安
定
的
な
供
給
の
面
か
ら
も
問

題
が
あ
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

・
国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備

局
横
浜
国
道
工
事
事
務
所
小

田
原
出
張
所

　
☎
０
４
６
５（
47
）２
１
６
３

・
都
市
整
備
課

　
☎
内
線
２
３
５

電
線
共
同
溝
工
事
に

電
線
共
同
溝
工
事
に

電
線
共
同
溝
工
事
に

電
線
共
同
溝
工
事
に

電
線
共
同
溝
工
事
に

　
生
活
排
水
に
よ
る
公
共
用
水
域
の
水
質
汚

濁
の
進
行
を
防
止
し
、
生
活
環
境
の
保
全
を

図
る
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る

方
に
補
助
金
を
交
付
す
る
制
度
が
平
成
18
年

度
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　▼
補
助
対
象
地
域

　
下
水
道
計
画
区
域
以
外
の
地
域
等

▼
補
助
対
象
者
　
　
▼
補
助
金
額

　
対
象
地
域
内
で

居
住
用
の
住
宅
に

家
庭
用
小
型
合
併

処
理
浄
化
槽
を
設

置
す
る
方
。
た
だ

し
、
販
売
又
は
賃

貸
の
目
的
で
建
物

を
建
築
す
る
場
合

は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼
申
請
手
続
き

　
浄
化
槽
の
着
工
前
ま
で
に
補
助
金
申
請
書

に
建
築
確
認
通
知
書
の
写
し
、
構
造
図
、
設

置
図
等
を
添
え
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
場
所
　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ

　
環
境
美
化
セ
ン
タ
ー
　

☎（
72
）４
４
３
８

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
設
置
に
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
設
置
に
補
助

合
併
処
理
浄
化
槽

　
　
　
設
置
に
補
助

　　５人槽

６・７人槽

８～10人槽

354,000円

411,000円

519,000円

補助金の額浄化槽の人槽区分

ご
協
力
を

ご
協
力
を
!!!!

ご
協
力
を
!!



加藤　幹雄

石井　道朗

簑島　信雄

和田　勝巳

西村　昭弘

杉山　知光

大原　憲二

福島　伸芳

戸村　豊茂

仲手川　孝

岩本　清嗣

寄田　正

小嶋　由起子

長岡　喜代美

笹山  隆二

飯田　清孝

青木　勝重

杉崎　稔

原　雅幸

長岡　克昌

荻　孝江

■部長級
参事（防災・地域推進担当）

（町民福祉部地域協働課長兼務）

■課長級
総務部税務課長

町民福祉部町民課長

環境経済部経済観光課長

都市整備部まちづくり課長

都市整備部下水道課長

選挙管理委員会書記長

教育委員会生涯学習課長

（生涯学習館館長兼務）

（郷土資料館館長兼務）

教育委員会図書館館長

■副主幹級
企画室副主幹

総務部財政課副主幹

町民福祉部地域協働課副主幹

町民福祉部子育て介護課副主幹

町民福祉部国府保育園園長

環境経済部環境美化センター副技幹

環境経済部経済観光課副主幹

都市整備部まちづくり課副技幹

都市整備部下水道課副主幹

監査委員事務局副主幹

教育委員会学校教育課副主幹

教育委員会学校教育課副主幹

参事（町史担当）

（教育委員会図書館館長兼務）

都市整備部まちづくり課副主幹

監査委員事務局主幹

企画室副主幹

都市整備部下水道課長

都市整備部まちづくり課長

総務部税務課長

教育委員会学校教育課副主幹

環境経済部経済観光課長

総務部財政課副主幹

総務部財政課主査

（政策推進担当兼務）

環境経済部経済観光課副主幹

町民福祉部子育て介護課主査

町民福祉部国府保育園園長補佐

環境経済部環境美化センター主査

町民福祉部地域協働課副主幹

都市整備部都市整備課副技幹

教育委員会郷土資料館副主幹

総務部総務課副主幹

町民福祉部福祉課副主幹

国府小学校

退　職　者 （平成１８年３月３１日付）

◎問い合わせ　総務課　☎内線210

※副主幹以上

岩崎　侯橘

柳川　孝

瀬川　健

杉山　弘美

鈴木　敦子

清田　昌一

宮代　ふみ子

斎田　明

小山　イサ子

参事（防災・地域推進担当）

（町民福祉部地域協働課長兼務）

町民福祉部町民課長

教育委員会生涯学習課長

（生涯学習館館長兼務）

（郷土資料館館長兼務）

町民福祉部子育て介護課主幹

（国府保育園園長兼務）

教育委員会学校教育課副主幹

消防本部副主幹

環境経済部経済観光課主査

町民福祉部子育て介護課主査

教育委員会大磯小学校主任給食調理員

新 旧氏　名 新 旧氏　名

氏　名 旧

大磯小学校教頭
（4/1）

備　考
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高
　
　
麗
　
　

片
　
野
　
佳
　
正

☆
東
　
　
町
　
　

杉
　
原
　
芳
　
明

　
長

者

町
　
　

関
　
野
　
恭
　
巨

　
山

王

町
　
　

伊
集
院
　
兼
　
重

　
神

明

町
　
　

関
　
野
　
好
　
一

　
北

本

町
　
　

出
　
縄
　
政
　
美

　
北

下

町
　
　

岩
　
田
　
全
　
弘

　
南

本

町
　
　

宮
　
代
　
泰
　
知

　
南

下

町
　
　

茅
之
間
　
武
　
久

　
茶

屋

町
　
　

渡
　
邉
　
武
　
美

　
裡
　
　
道
　
　

原
　
田
　
繁
　
雄

　
台
　
　
町
　
　

峠
　
　
　
龍
　
幸

☆
西
小
磯
東
　
　

高
　
橋
　
道
　
昌

☆
西
小
磯
西
　
　

仲
　
川
　
憲
　
久

　
中
　
　
丸
　
　

鈴
　
木
　
　
　
馨

☆
馬
　
　
場
　
　

露
　
木
　
島
　
一

　
国
府
新
宿
　
　

清
　
田
　
武
　
昶

　
月
　
　
京
　
　

後
　
藤
　
　
　
勲

　
生
　
　
沢
　
　

二
　
宮
　
勇
　
治

　
寺
　
　
坂
　
　

須
　
藤
　
一
　
男

　
虫
　
　
窪
　
　

土
　
方
　
重
　
治

　
黒
　
　
岩
　
　

守
　
屋
　
廣
　
一

　
西

久

保
　
　

只
　
埜
　
矩
　
巳

　
石

神

台
　
　

高
　
橋
　
　
　
是

◎
問
い
合
わ
せ

　
地
域
協
働
課
　
☎
内
線
２
３
６

各地区

（ ）☆印は、新しく代表に
なられた方です。敬称略

代表者が
決まりました。

町内会・町内会・
自治自治会の

町内会・町内会・
自治自治会の

町内会・
自治会の

町 職 員 人 事 異 動 （平成１８年４月１日付）

　
高
齢
者
が
グ
ル
ー
プ
活
動
を

通
じ
て
ふ
れ
あ
う
こ
と
で
、

日
々
の
生
活
は
よ
り
健
康
で
、

充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

　
地
域
住
民
グ
ル
ー
プ
が
行
う

生
き
が
い
や
健
康
づ
く
り
の
活

動
運
営
に
交
付
金
を
交
付
し
ま

す
。

▼
交
付
金
額
　

　
年
額
１
０
　

０
０
０
円

▼
交
付
要
件

○
閉
じ
こ
も
り
が
ち
な
高
齢
者

や
虚
弱
な
高
齢
者
を
積
極
的

に
受
け
入
れ
る
こ
と

○
町
の
開
催
す
る
高
齢
者
ち
い

き
の
集
い
研
修（
21
ペ
ー
ジ

参
照
）に
、
グ
ル
ー
プ
か
ら

２
名
以
上
参
加
す
る
こ
と

○
町
か
ら
委
託
金
や
補
助
金
を

当
該
年
度
に
受
け
な
い
こ
と

◎
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課

　
☎
内
線
３
１
５

介
護
予
防
を
目
的
と
し
た

地
域
グ
ル
ー
プ
活
動
を

支
援
し
ま
す
!!

　
平
成
18
年
３
月
17
日
付
け
で
、
新
た
に
石
塚
洋
さ
ん（
大
磯
）と

清
田
義
弘
さ
ん（
国
府
新
宿
）の
お
２
人
が
教
育
委
員
に
就
任
し
ま

し
た
。

　
今
後
の
活
躍
に
期
待
し
ま
す
。

　
石
塚
　
洋
　
さ
ん
　
　
　
　
　
　
清
田
　
義
弘
　
さ
ん

◎
問
い
合
わ
せ
　
学
校
教
育
課
　

☎
内
線
３
２
２

教
育
委
員
の
就
任

，
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歯
周
病
は
40
歳
以
降
に
歯
を
失
っ
て

い
く
大
き
な
原
因
と
な
り
ま
す
。
80
歳

で
20
本
の
歯
を
保
つ
８
０
２
０
運
動
に

つ
な
が
る
ひ
と
つ
の
手
立
て
と
し
て
、

40
・
50
・
60
・
70
歳
の
節
目
年
齢
の
方
を

対
象
に
次
の
と
お
り
成
人
歯
科
健
診
を

実
施
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
機
会
を
上
手
に

利
用
し
て
、
歯
と
歯
ぐ

き
の
健
康
づ
く
り
に
お

役
立
て
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者

・
40
歳（
昭
和
41
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
42
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

・
50
歳（
昭
和
31
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
32
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

・
60
歳（
昭
和
21
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
22
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

・
70
歳（
昭
和
11
年
４
月
１
日
〜

　
　
　
12
年
３
月
31
日
生
ま
れ
の
方
）

※
た
だ
し
、
現
在
歯
科
治
療
の
た
め
受

診
さ
れ
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

▼
実
施
期
間

　
６
月
１
日（
木
）〜
11
月
30
日（
木
）

▼
申
込
み

　
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
案
内
、

受
診
券
を
郵
送
い
た
し
ま
す
。
希
望
す

る
指
定
医
療
機
関
に
予
約
の
う
え
、
受

診
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
検
診
内
容

①
口
腔
内
の
全
体
の
状
況

②
治
療
が
必
要
な
部
位
や
歯
肉
の
炎
症

の
有
無

③
口
腔
清
掃
状
況
、
歯
並
び
や
噛
み
合

わ
せ
の
状
況

※
当
日
は
検
診
の
み
で
治
療
は
行
い
ま

せ
ん
。

▼
自
己
負
担
金
　
５
０
０
円

※
生
活
保
護
法
の
適
用
を
受
け
て
い
る

世
帯
の
方
は
、
免
除
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
子
育
て
介
護
課
　

☎
内
線
３
０
９

有近歯科医院

今井歯科医院

加藤歯科診療所

熊坂歯科医院

郷土歯科医院

コクフ歯科ｸﾘﾆｯｸ

61－6060

61－0190

61－3327

61－1101

61－0648

71－8009

こだま歯科ｸﾘﾆｯｸ

小林歯科医院

並木歯科医院

藤山歯科医院

松本歯科医院

簑島歯科医院

60－2111

71－0573

61－5155

73－4899

61－7750

72－2814

医療機関名 電話番号医療機関名 電話番号

成
人
歯
科
健
診
を

成
人
歯
科
健
診
を

受
け
ま
け
ま
し
ょ
う
!!!!

成
人
歯
科
健
診
を

成
人
歯
科
健
診
を

受
け
ま
け
ま
し
ょ
う
!!!!

成
人
歯
科
健
診
を

受
け
ま
し
ょ
う
!!

町内の協力医療機関

▼
実
施
場
所

こ
ん
に
ち
は
保
健
師
で
す

「
歯
の
手
入
れ
」

　
年
代
別
ポ
イ
ン
ト

　
現
代
人
の
７
割
が
歯
や
口
の
中

に
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
い
わ
れ

ま
す
が
、
歯
や
口
の
中
の
健
康
は
、

全
身
の
健
康
と
密
接
に
関
わ
っ
て

い
ま
す
。

　
歯
は
１
本
１
本
に
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
が
あ
り
、
噛
み
切
っ
た
り
砕

い
た
り
、
擦
り
つ
ぶ
し
た
り
し
ま

す
が
、
例
え
ば
奥
歯（
臼
歯
）の
１

本
が
無
く
な
る
と
、
噛
む
力
は
約

半
分
に
落
ち
ま
す
。
ま
た
、
歯
が

抜
け
る
と
周
囲
の
歯
は
少
し
ず
つ

移
動
し
、
歯
並
び
が
変
わ
り
ま
す
。

噛
み
合
わ
せ
が
悪
く
な
る
と
肩
こ

り
や
頭
痛
、
腰
の
疲
れ
、
あ
る
い

は
大
き
な
病
気
の
原
因
に
も
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

■
生
涯
の
歯
を
守
る
た
め
に

（
乳
幼
児
期
）　
乳
歯
や
口
の
中
の

機
能
は
、
体
の
発
育
や
言
葉
の
発

達
に
大
き
く
関
わ
り
、
永
久
歯
が

正
し
く
生
え
る
た
め
の
水
先
案
内

を
し
ま
す
。
生
え
た
て
の
乳
歯
は

痛
み
を
感
じ
に
く
い
の
で
虫
歯
が

重
症
に
な
る
事
も
あ
り
ま
す
。
食

事
や
お
や
つ
、
飲
み
物
に
注
意
し
、

保
護
者
が
し
っ
か
り
観
察
し
て
歯

磨
き
の
習
慣
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

（
学
童
期
）　
５
歳
か
ら
６
歳
に
か

け
て
、
最
初
の
永
久
歯（
第
１
大

臼
歯
）が
生
え
て
き
ま
す
。
乳
歯

が
永
久
歯
に
生
え
変
わ
る
時
期
で

す
。
生
え
始
め
の
歯
は
歯
質
が
柔

ら
か
く
虫
歯
に
な
り
や
す
い
の
で
、

注
意
深
く
磨
き
ま
し
ょ
う
。

（
青
年
期
〜
成
人
期
）　
こ
の
年
代

に
は
歯
肉
炎
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

歯
肉
炎
は
初
期
の
段
階
な
ら
ブ
ラ

ッ
シ
ン
グ
だ
け
で
治
り
ま
す
。
た

だ
痛
み
や
症
状
が
現
れ
に
く
い
た

め
知
ら
な
い
間
に
歯
周
病
に
ま
で

進
む
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
毎
日
の

歯
磨
き
を
欠
か
さ
ず
実
行
し
ま
し

ょ
う
。

（
中
年
期
）　
生
活
習
慣
や
歯
の
手

入
れ
不
足
か
ら
歯
周
病
が
進
行
し

歯
を
失
う
人
の
数
が
急
に
増
え
ま

す
。
歯
を
失
う
前
に
是
非
定
期
健

診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

（
高
齢
期
）　
噛
む
こ
と
で
、
歯
が

自
然
に
擦
り
減
っ
て
無
く
な
る
ま

で
に
は
４
０
０
〜
５
０
０
年
か
か

る
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま
た
歯
周
病

で
歯
は
抜
け
ま
す
が
、
老
化
に
よ

っ
て
歯
が
抜
け
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
か
ら
、
年
だ
か
ら
と
あ
き
ら

め
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯
茎

や
残
っ
て
い
る
歯
に
は
歯
垢
が
付

き
や
す
く
な
る
た
め
、
入
歯
の
付

近
は
念
入
り
に
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し

て
１
本
で
も
多
く
自
分
の
歯
を
残

す
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ
ア

　
６
月
３
日（
土
）午
後
１
時
30
分

〜
３
時
の
間
、
町
保
健
セ
ン
タ
ー

で『
健
康
な
歯
づ
く
り
フ
ェ
ア
』を

開
催
し
ま
す
。

　
虫
歯
や
歯
周
炎
、
歯
石
の
有
無
、

噛
み
合
わ
せ
や
磨
き
方
な
ど
、
あ

な
た
の
歯
の
状
態
を
確
か
め
て
歯

の
健
康
を
家
族
の
皆
さ
ん
と
考
え

る
機
会
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
今
年
は
『
ご
ち
そ
う
さ
ま
　
お

は
し
を
ブ
ラ
シ
に
持
ち
か
え
る
』

を
テ
ー
マ
に
、
健
診
の
ほ
か
人
形

劇
や
お
や
つ
の
試
食
、
プ
レ
ゼ
ン

ト
も
あ
り
ま
す
。

　
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
下
澤
　

☎
内
線
３
０
８
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第
４９
回
　
大
磯
西
行
祭

　「愛！農かながわ生産団」とは、神奈川県独自の制度
で、環境保全型農業推進運動の一環として、環境保全
型農業推進の宣言をした生産者団体と知事が協定を締
結する制度です。
　町では、大磯湘南レッド出荷組合（組合長　岸　敏夫）
が新たに協定団体として誕生いたしました。

◎問い合わせ　経済観光課　☎内線262

「 」

　
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
と
は
、
環
境

に
や
さ
し
い
農
業
を
進
め
る
た
め
、

土
づ
く
り
と
、
化
学
肥
料
や
農
薬

の
低
減
を
一
体
的
に
行
う
こ
と
に

よ
り
、
持
続
性
の
高
い
農
業
生
産

方
式
の
導
入
を
計
画
し
て
、
県
知

事
の
認
定
を
受
け
た
農
業
者
の
愛

称
名
で
す
。

　
新
た
に
次
の
方
が
認
定
を
受
け
、

大
磯
町
の
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
は
18

名
と
な
り
ま
し
た
。

▼
二
宮
一
男
さ
ん

　（
み
か
ん
・
キ
ュ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
）

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　

☎
内
線
２
６
２

エコファーマーの誕生エコファーマーの誕生

入選俳句を詠み上げる鍵和田庵主

▲町長から表彰状を授与される

▲

Eco l ogy  F a rme rEco l ogy  F a rme r
愛！農かながわ生産団愛！農かながわ生産団愛！農かながわ生産団愛！農かながわ生産団愛！農かながわ生産団

　
３
月
26
日（
日
）、
西
行
法
師
ゆ
か
り
の
地「
鴫
立
庵
」で
、
第
49
回
大
磯

西
行
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
の
式
典
で
は
、
献
詠
俳
句
・
短
歌
の
入
選
者
の
表
彰
を
、
ま
た

午
後
か
ら
は
俳
句
大
会
・
短
歌
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
各
表
彰
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。
（
敬
称
略
・
学
年
は
表
彰
時
の
も
の
で
す
）

　▼
献
詠
俳
句
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
多
摩
市
　
　
　
幸
喜
美
恵
子

　第
二
位
　
茅
ケ
崎
市
　
　
奥
村
　
ゑ
こ

第
三
位
　
大
磯
町
　
　
　
川
村
　
文
英

第
四
位
　
平
塚
市
　
　
　
熊
沢
　
雅
晴

第
五
位
　
千
葉
市
　
　
　
後
藤
　
菊
子

第
六
位
　
大
磯
町
　
　
　
廣
田
　
玲
子

▼
献
詠
短
歌
（
一
般
の
部
）

第
一
位
　
大
磯
町
　
　
　
飯
田
　
ミ
ヨ

第
二
位
　
大
和
市
　
　
　
平
綿
　
涼
風

第
三
位
　
呉
　
市
　
　
　
品
川
　
貞
子

第
四
位
　
新
発
田
市
　
　
三
浦
ユ
リ
コ

第
五
位
　
平
塚
市
　
　
　
三
井
せ
つ
子

第
六
位
　
平
塚
市
　
　
　
神
戸
　
秀
子

　▼
献
詠
俳
句
（
小
学
生
の
部
）

第
一
位
　
国
府
小
五
年
　
小
石
川
　
聖

第
二
位
　
大
磯
小
六
年
　
遠
藤
　
仁
樹

第
三
位
　
国
府
小
四
年
　
簑
島
　
　
萌

第
四
位
　
大
磯
小
六
年
　
山
下
か
お
り

第
五
位
　
国
府
小
五
年
　
簑
島
　
実
歩

第
六
位
　
国
府
小
五
年
　
増
井
　
琴
香

▼
献
詠
俳
句
（
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　
国
府
中
三
年
　
松
井
　
拓
也

第
二
位
　
大
磯
中
三
年
　
佐
藤
穂
奈
美

第
三
位
　
大
磯
中
三
年
　
山
田
　
佳
奈

第
四
位
　
大
磯
中
三
年
　
橋
本
　
理
奈

第
五
位
　
国
府
中
三
年
　
近
藤
　
美
希

第
六
位
　
国
府
中
一
年
　
松
井
　
友
美

▼
献
詠
短
歌
（
小
・
中
学
生
の
部
）

第
一
位
　
大
磯
中
一
年
　
小
泉
　
結
以

第
二
位
　
大
磯
中
一
年
　
田
上
　
麻
純

第
三
位
　
国
府
小
五
年
　
伊
藤
　
海
渡

第
四
位
　
国
府
小
五
年
　
高
橋
　
宰
也

第
五
位
　
国
府
中
一
年
　
二
宮
　
美
樹

第
六
位
　
大
磯
中
一
年
　
西
田
　
　
弦

▼
俳
句
大
会

第
一
位
　
今
村
　
妙
子

第
二
位
　
渡
辺
　
梅
子

第
三
位
　
川
村
　
研
二

▼
短
歌
大
会

第
一
位
　
山
本
　
和

第
二
位
　
鈴
木
喜
美
子

第
三
位
　
矢
野
　
咲
子

◎
問
い
合
わ
せ

　
経
済
観
光
課
　

☎
内
線
２
６
４

円
位
忌
の

　
　
波
を
鎮
め
る
さ
ざ
れ
石

入
試
の
日

　
め
だ
か
の
た
ま
ご
か
え
る
こ
ろ

開
発
に

　
今
年
が
最
後
と
昼
前
に

　
　

届
き
し
筍
ず
し
り
と
重
し

新
緑
や
木
々
の
高
さ
に
風
の
道

ア
ル
バ
ム
や

　
ビ
デ
オ
に
映
る
庭
の
木
々

　
　
　
　
育
つ
私
と
重
な
る
姿

円
位
忌
の

　
　
誰
彼
親
し
す
み
れ
ぐ
さ

大
根
や
葱
や
青
菜
も
冬
の
日
に

さ
ざ
め
き
て
ゐ
る
無
人
売
場
に

の誕生

私たちは、環境に
やさしい農業に
取り組んでいます
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町
史
編
さ
ん
図
書
、

　
　
　
　
　
二
冊
刊
行

『
大
磯
町
史
５ 

　
　
　
　
　
資
料
編
近
現
代
３
』

　
本
巻
で
は
、
太
平
洋
戦
争
終
結

後
か
ら
平
成
初
期
の
約
50
年
間
を

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

戦
後
の
復
興
期
・
新
し
い
大
磯
町

の
誕
生
期
・
高
度
成
長
期
・
現
代

の
４
つ
の
時
代
に
区
切
り
、
政

治
・
行
政
、
産
業
・
経
済
、
教

育
、
社
会
・
生
活
・
文
化
の
４
つ

の
テ
ー
マ
で
編
集
し
て
い
ま
す
。

掲
載
資
料
は
行
政
資
料
、
町
内
外

の
個
人
・
団
体
所
有
の
も
の
な
ど

356
点
に
及
び
、
体
裁
は
Ａ
５
版
、

785
ペ
ー
ジ
、
価
格
は
３
　

０
０
０

円
で
す
。

『
大
磯
町
史
研
究
第
十
三
号
』

　
町
史
編
さ
ん
の
関
連
図
書
と
し

て
刊
行
し
ま
し
た
。
こ
の
号
で

は
、
中
南
信
用
金
庫
の
前
身
で
あ

る「
大
磯
商
工
信
用
組
合
」の
設
立

経
緯
、
敗
戦
直
後
の
住
宅
政
策
、

実
現
に
至
ら
な
か
っ
た
国
府
停
車

場
設
置
運
動
の
流
れ
な
ど
、
５
つ

の
研
究
テ
ー
マ
を
収
録
し
て
い
ま

す
。
体
裁
は
Ａ
５
版
、
101
ペ
ー
ジ
、

価
格
は
400
円
で
す
。

　
ご
利
用
の
方
は
、
図
書
館
・
町

民
課
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
購
入
希

望
の
方
は
、
図
書
館
・
郷
土
資
料

館
・
町
民
課
・
国
府
支
所
・
書
店

組
合
加
盟
の
町
内
書
店
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。
　

ま
ち
の
図
書
館
活
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

〜
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

　
図
書
館
は
、
図
書
な
ど
の
資
料

の
収
集
、
保
存
、
貸
出
の
ほ
か
に

も
様
々
な
業
務
を
行
っ
て
い
ま

す
。
　
そ
の
中
で
も
、
お
は
な
し
会
や

映
画
会
な
ど
、
20
年
以
上
も
多
く

の
人
に
親
し
ま
れ
て
い
る
行
事
が

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ら
の
活
動
の
中

心
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
図
書
館

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。
現
在
、
約

60
名
の
方
た
ち
が
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
、
新
た
に
図
書
館
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

○
活
動
内
容

（
１
）お
は
な
し
会
等
の
児
童
サ
ー

ビ
ス
に
関
す
る
こ
と
。

（
２
）図
書
館
内
の
読
書
案
内
、
書

架
案
内
に
関
す
る
こ
と
。

（
３
）図
書
館
映
画
会
の
協
力
に
関

す
る
こ
と
。

（
４
）高
齢
者
等
の
図
書
館
利
用
支

援
主
に
宅
配
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
こ
と
。

（
５
）郷
土
に
関
す
る
新
聞
記
事
の

整
理
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

（
６
）館
内
の
展
示
に
関
す
る
こ
と
。

（
７
）寄
贈
資
料
の
整
理
に
関
す
る

こ
と
。

○
活
動
場
所
　（
１
）は
、
図
書
館

本
館
、
国
府
分
館
。（
２
）〜（
５
）

は
、図
書
館
本
館
。

○
活
動
日
　（
１
）と（
３
）は
、
行

事
開
催
日
及
び
打
ち
合
わ
せ
日
。

（
２
）は
随
時
。（
４
）は
、
図
書

館
の
要
請
に
応
じ
て
。（
５
）〜

（
７
）は
主
に
第
１
木
曜
日
。

○
募
集
人
数
　
若
干
名

○
申
込
み
　

　
電
話
ま
た
は
来
館
に
て
受
付

○
説
明
会
　
５
月
11
日（
木
）午
前

10
時
か
ら
図
書
館
本
館
２
階
大

会
議
室
で
行
い
ま
す
。
参
加
で

き
る
方
は
、
前
日
ま
で
に
図
書

館
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
安
心
し

て
行
う
た
め
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保

険
は
、図
書
館
が
費
用
を
負
担
し

ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
込
み

　
図
書
館
　

☎（
61
）３
０
０
２
　

５
月
の
ま
ち
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー

◎
中
村
洋
子
個
展

○
と
き
　
５
月
９
日（
火
）〜
16
日

（
火
）、
平
日
は
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
６
時
50
分
、
土
・
日
は

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
50

分
、
最
終
日
は
午
後
３
時
ま
で

○
と
こ
ろ

　
図
書
館
本
館
２
階
ロ
ビ
ー

○
内
容
　
水
彩
ス
ケ
ッ
チ
、
ク
ロ

ッ
キ
ー
な
ど
の
絵
画
作
品

◎
問
い
合
わ
せ

　
中
村
　

☎（
61
）６
６
７
９

　湘南・丹沢・大山地域の「お薦め」スポットを絵画
や写真にして応募してみませんか？
　受賞作品には県観光親善大使で俳人の黛まどかさん
の俳句をつけ、駅街頭等に掲出する観光ポスターや絵
葉書セットとして作成予定です。

　応募要項の配布
　町経済観光課、湘南地域県政総合センター等で配布
　募集期間　　５月１日（月）～９月８日（金）

　募集作品　ハガキサイズの絵画・キャビネサイズの
写真…湘南・丹沢大山地域（藤沢市・茅ヶ崎市・平
塚市・秦野市・伊勢原市・寒川町・大磯町・二宮町）
の魅力をアピールする風景や祭など。
　応募方法など詳しくはパンフレットをご覧くださ
い。応募要項は湘南地域県政総合センターホームペ
ージ（http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/
syonanac/）からもダウンロードできます。
　応募資格　小学５年生以上
◎問い合わせ
・湘南地域県政総合センター　☎（22）2711
・町経済観光課　☎内線264

湘南・
丹沢大山 絵画・写真コンクール絵画・写真コンクール絵画・写真コンクール絵画・写真コンクール

，
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県
内
の
社
会
福
祉
施
設
に
、
臨
時

に
採
用
す
る
代
替
職
員
の
登
録
を
実

施
し
ま
す
。

▼
登
録
の
対
象
者

　
県
内
に
居
住
し
、
以
下
の
資
格
を

持
つ
方
で
現
在
無
職
の
方
、
ま
た
は

社
会
福
祉
施
設
以
外
の
業
務
に
従
事

し
て
い
る
が
、
社
会
福
祉
施
設
に
勤

務
す
る
こ
と
を
希
望
す
る
方

　
・
保
育
士
・
看
護
師
・
保
健
師

　
・
介
護
員
・
児
童
生
活
支
援
員

　
・
寮
母
・
児
童
自
立
支
援
専
門
員

　
・
児
童
指
導
員
・
生
活
指
導
員

　
・
職
業
指
導
員
・
母
子
指
導
員

　
・
作
業
療
法
士
・
理
学
療
法
士

　
・
心
理
士
・
栄
養
士
・
調
理
員

▼
登
録
期
限

　
５
月
15
日（
月
）〜
31
日（
水
）

▼
登
録
方
法

　
登
録
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
子
育
て
介
護
課
に
提
出
。

◎
問
い
合
わ
せ
　
子
育
て
介
護
課

　
☎
内
線
３
０
５

　
町
内
の
障
害
者
関
係
４
団
体
が
、

町
立
ふ
れ
あ
い
会
館
１
階
で
、
障
害

者
の
福
祉
的
就
労
や
、
地
域
の
方
々

と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
求
め
て
、「
ふ

れ
あ
い
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
」を
毎
週
火

曜
日
か
ら
金
曜
日
の
午
前
11
時
か
ら

午
後
３
時
ま
で
開
設
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営
に

協
力
し
て
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
を
募
集
し
ま
す
。
内
容
は
、
日
に

２
時
間
程
度
、
障
害
者
が
行
う
お
客

様
へ
の
応
接
を
見
守
り
、
援
助
す
る

も
の
で
す
。

　
ま
た
、
シ
ョ
ッ
プ
で
は
各
団
体
ご

と
の
出
展
商
品
や
野
菜
類
を
販
売
し

て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度
お
越
し
く
だ

さ
い
。

◎
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

お
お
い
そ
福
祉
会
か
た
つ
む
り
の

家（
大
磯
町
横
溝
記
念
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
）　
☎（
70
）１
７
７
１

産
休
等
代
替
職
員

産
休
等
代
替
職
員
の
登
録

の
登
録

産
休
等
代
替
職
員
の
登
録

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
」
の

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
」
の

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

「
ふ
れ
あ
い
ミ
ニ
シ
ョ
ッ
プ
」
の

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

社
会
福
祉
施
設

募集募集

　
今
年
度
も
昨
年
に
引
き
続
き
、
５

名
の
子
ど
も
記
者
が
レ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。

　
３
月
は
グ
レ
ゴ
リ
オ

暦
に
よ
る
と
、
年
の
第

３
の
日
に
当
た
り
、
31
日
に
あ
る
そ

う
で
す
。

　
日
本
で
は
旧
暦
３
月
を
弥
生
と
呼

び
、
現
在
は
新
暦
の
別
名
と
し
て
も

用
い
ま
す
。
弥
生
の
由
来
は
、
草
木

が
い
よ
い
よ
生
い
茂
る
月
で
「
木
草

弥
や
生
ひ
月
」
が
詰
ま
っ
て
「
や
よ

ひ
」
と
な
っ
た
説
が
有
力
だ
そ
う
で

す
。
他
に
花
月
、
か
げ
つ
、
花
見
月
、

夢
見
月
、
桜
月
、
暮
春
な
ど
の
別
名

も
あ
る
そ
う
で
す
。

　
古
代
ロ
ー
マ
の
暦
に
お
い
て
は
、

年
の
最
初
の
月
は
現
在
の
３
月
に
あ

た
る
そ
う
で
す
。
閏
年
の
日
数
調
整

を
２
月
に
行
う
の
は
、
当
時
の
暦
で

最
後
の
月
に
日
数
調
整
を
行
っ
て
い

た
こ
と
の
名
残
だ
そ
う
で
す
。

　
調
べ
て
み
て
月
の
こ
と
が
よ
く
わ

か
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
に
３
月
以

外
の
月
の
事
も
調
べ
て
み
よ
う
と
思

い
ま
し
た
。
　
　
（
齋
藤
亜
里
沙
）

ビ

ー

チ

コ

ー

ミ

ン

グ

（
３
月
５
日
）

　
３
人
の
子
ど
も
記
者
が
レ
ポ
ー
ト

し
て
く
れ
ま
し
た
!!

　
私
も
み
ん
な
も
好
き
な
も
の
を
拾

い
ま
し
た
。
集
め
た
も
の
は
み
ん
な

で
観
察
し
、
発
表
し
た
り
し
ま
し
た
。

　
ゴ
ミ
や
貝
、
海
の
生
き
物
な
ど

色
々
な
も
の
を
観
察
し
ま
し
た
。
私

は「
海
は
す
て
き
な
だ
」と
あ
ら
た
め

て
感
じ
ま
し
た
。
（
蒲
原
な
な
子
）

　
当
日
は
い
い
天
気
で
、
タ
イ
ド
プ

ー
ル（
潮
だ
ま
り
）に
、
ア
メ
フ
ラ
シ

や
ヤ
ド
カ
リ
が
い
ま
し
た
。
春
も
近

い
の
で
、
で
て
き
た
ん
だ
な
と
思
い

ま
し
た
。

　
海
は
ゴ
ミ
だ
ら
け
で
、
き
れ
い
な

石
や
不
思
議
な
海
草
な
ん
か
全
然
な

い
ん
だ
ろ
う
と
思
っ
た
け
ど
、
ゴ
ミ

も
少
し
は
あ
っ
た
け
ど
、
き
れ
い
な

石
や
不
思
議
な
海
草
も
た
く
さ
ん
あ

っ
た
か
ら
良
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
参
加
し
た
人
た
ち
が
集
ま

っ
て
、
自
分
が
集
め
た
石
・
貝
・
海

草
な
ど
を
順
番
に
紹
介
し
あ
い
ま
し

た
。
　
私
は
海
草
を
一
番
多
く
拾
っ
た
け

ど
、
他
の
人
は
貝
だ
け
を
拾
っ
た
人

や
お
も
し
ろ
い
石
を
拾
っ
た
人
が
い

ま
し
た
。

　
次
回
は
５
月
に
あ
る
と
聞
い
た
の

で
、
ま
た
参
加
し
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
内
海
七
夕
美
）

　
海
に
は
磯
ぎ
ん
ち
ゃ
く
や
ヤ
ド
カ

リ
や
ア
メ
フ
ラ
シ
な
ど
い
ろ
ん
な
生

物
が
い
ま
し
た
。

　
僕
は
海
草
や
貝
や
き
れ
い
な
石
を

拾
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ
が
あ
ま
り
落
ち

て
な
か
っ
た
で
す
。
ま
た
、
ビ
ー
チ

コ
ー
ミ
ン
グ
が
あ
れ
ば
参
加
し
た
い

で
す
。
　
　
　
　
　
（
山
口
健
太
）

　
僕
は
ビ
ー
チ
コ

ー
ミ
ン
グ
が
終
わ

っ
て
す
ぐ
、
白
岩

神
社
に
行
き
ま
し

た
。
カ
メ
ラ
マ
ン

の
近
藤
さ
ん
が
犬
の
花
丸
を
連
れ
て

い
た
の
で
、
僕
が
代
わ
り
に
写
真
を

と
り
ま
し
た
。
町
長
さ
ん
や
い
ろ
ん

な
人
が
来
て
ま
し
た
。

　
女
の
子
が
き
れ
い
な
服
を
着
て
踊

っ
て
ま
し
た
。
う
ち
の
お
母
さ
ん
も

踊
っ
た
と
言
っ
て
る
け
ど
、
僕
に
は

想
像
が
つ
か
な
か
っ
た
で
す
。

　
最
後
に
矢
を
使
っ
て
的
を
う
つ
所

を
撮
影
し
ま
し
た
。
落
ち
た
矢
を
拾

い
家
に
帰
っ
た
ら
、
途
中
で
自
転
車

の
か
ご
か
ら
落
ち
て
し
ま
っ
た
み
た

い
で
、
な
く
な
っ
た
の
が
残
念
で
し

た
。
　
　
　
　
　
　
（
山
口
健
太
）

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

磯
っ
子
レ
ポ
ー
ト

◎
問
い
合
わ
せ

　
企
画
室
　

☎
内
線
２
０
７

こ
の
コ
ー
ナ
ー
を
一
緒
に
手
伝
っ
て
く

れ
る
こ
ど
も
記
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▲集めた漂着物を観
　察する子ども記者

3
月

白
岩
神
社
歩
射

（
３
月
５
日
）
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　料理を楽しみたい方、料理は初め

てという方も、米のとぎ方・だしの

とり方、おつまみのアイデアからデ

ザートまで作ってみませんか。

　とき　　6　月20日(火)、　7　月18日(火)、

　9　月19日(火)、11月21日(火)、　2　

月20日(火)の計　5　回

　10：00～13：30

　ところ　保健センター
　対象　男性20名
　費用　各回500円(初回に　5　回分

を申し受けます)

　持物　エプロン・三角巾等
　申込締切　　5　月31日(水)

問・申　青山宅　☎(71)7382
　加藤宅　☎(61)3111

男性の料理教室

情報コーナー情報コーナー情報コーナー情報コーナー情報コーナー 　　問い合わせ

　　申込み

問

申

　パソコンの初心者を対象に、文字

の入力方法など基礎的な操作方法や

インターネットの閲覧方法を　4　回に

分けて学習します。

　とき　①　6　月　9　日(金)、②16日(金)、

③23日(金)、④30日(金)の計　4　回

で　1　講座。

　各回とも10：00～12：00

　ところ　生涯学習館　講習室
　対象　町内在住の成人20名（平
成17年度中に開催した同講座を

受講した方を除く）

　参加費　無料
　持物　筆記用具
　その他　パソコンは生涯学習館の
物を使用します。

　申込方法　電話で　5　月10日(水)か

ら(先着順)。

問・申　生涯学習課　☎内線323

　乳幼児や子育て中の親子が安心し

て「話せる」「遊べる」広場です。

　とき　①　5　月　9　日(火)、　6　月13日

(火)、②　5　月24日(水)、　6　月28日(水)

　　9　：30～11：30

　ところ　①障害福祉センター、　
②岩田記念室内競技場

　対象　未就園児と保護者
問　子育て介護課　☎内線305

パソコン入門講座① にこにこクラブ

　新規に町文化祭に参加を希望する

団体を募集します。

　開催期間(予定)　11月　3　日(金・

　祝)・　4　日(土)

　開催場所　大磯プリンスホテル別
館「滄浪閣」

　募集期間
　　5　月　8　日(月)～19日(金)

問　生涯学習課　☎内線323問

文化祭参加団体募集

問 申

問 申

問

　誰でもいつでも踊れるフォークダ

ンスを音楽に合わせて踊ってみませ

んか。

　とき　　5　月17日～　6　月21日の毎

週水曜日　計　6　回

　各回とも14：45～16：45

　ところ　ふれあい会館　3　階

　対象　55歳位までの方
　持ち物　室内シューズ
問・申　大磯フォークダンスサーク

ル　播磨宅　☎(61)1959

大磯フォークダンス
初心者無料講習会

　生涯学習館の受付や管理などをし

ていただく臨時職員を募集します。

　内容・条件　生涯学習館の受付や
管理などができる65歳くらいま

での男性

　採用予定数　若干名
　採用予定期間　　6　月　1　日(木)から

最長で平成19年　3　月31日(土)まで

　受付期間　　5　月　8　日(月)～22日(月)

※郵送での提出可

　提出書類　市販の履歴書 (写真貼
付)　1　通

　その他　募集受付期間終了後、面
接日時等を連絡します。勤務内容、

給与等その他詳細については、お

問い合わせください。

問　生涯学習課　☎内線323

生涯学習館臨時職員の募集

問

　大学・大学院・短大・高専・専修

学校に今春進学する方を対象に奨学

金の受付を開始します。

　詳しくは、進学先の学校窓口へお

問い合わせください。

　また、来春の進学を希望されてい

る方を対象にした「予約採用」の申

し込みも受付を開始します。詳しく

は、在学している高校・専修学校の

窓口までお申し出ください。受付期

間は各学校によって異なります。

問　独立行政法人日本学生支援機構

(JASSO)　奨学事業相談センター

☎0570(03)7240
　http://www.jasso.go.jp/

日本学生支援機構
奨学金申込受付開始

問

　とき　6月11日(日) 8：30開会
　ところ　大磯中学校グラウンド
　参加資格　町内在住、在勤の方
　競技規則　日本ソフトボール協会
オフィシャルルール

　申込期限　　6　月　2　日(金)

　代表者会議・抽選会
　　6　月　2　日(金)　19：00～

　生涯学習館

問・申　町体育協会ソフトボール部

　山下宅　　☎(71)3437
　小清水宅　☎(61)2008

第15回
町民春季男子ソフトボール大会

問 申

問 申
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休日当番医は、都合により変更となる

場合がありますので、事前に消防署へ

ご確認ください。

◎問い合わせ

　大磯町消防署　☎（６１）０９１１

　二宮町消防署　☎（７２）００１５

5月の日程表
休日急患診療　在宅当番医

日 曜 当　　番　　医 専　門　科　目 所　　在　　地 電　話

グリーン内科クリニック 60－3131大磯町大磯951内・循

5 金 二宮中央胃腸外科 73－2911二宮町中里989－7消・外・皮・泌

4 木

浅野クリニック 72－0720二宮町百合が丘3－5－2小3 水

72－4114二宮町百合が丘1－1－1

7 日

井上整形外科 整・リハ・リウマチ14 日

21 日

　水温がぬるみ、大潮となるこの時

期は、磯浜での観察には絶好の季節

です。照ヶ崎で貝などの生物を見つ

けてみませんか。名前や生態など、

さまざまな疑問にお答えします。

　とき　　5　月14日(日)

　　9　：30～11：30(小雨決行)

　ところ　照ヶ崎海岸
　講師　福田良昭さん(相模貝類研
究談話会)、当館学芸員

　対象　30名(小学校　2　年生以下は

保護者同伴で)　　　　　　　　

　持物　すべりにくい靴(サンダル
不可)、タオル、ビニール袋、小

バケツ、飲み物など

　参加費　無料
　申込み　電話で　5　月　2　日（火）から

(先着順)

問　郷土資料館　☎(61)4700

海の教室
「照ヶ崎の生物観察会」

問

　国土交通省の港湾調査船「たかし

ま」に乗って、大磯の海や海から町

を見てみませんか？

　とき　　6　月10日(土)

　11：00～14：00(この間に　3　回の

クルージングを実施、　1　回は30

分程度）

　ところ　大磯港集合
　コース　大磯港⇔大磯沖
　対象　小学生以上(小学　3　年生以

下は保護者同伴)

　参加費　　1　人500円

　定員　100名
　申込方法　往復はがきに全員の住
所、氏名、年齢、電話番号を明記

のうえ、　5　月15日(月)必着

※応募者多数の場合は抽選

問・申　〒255-8555 大磯港みなと

まちづくり協議会事務局（大磯町

企画室内）☎内線221

大磯港みなとまちづくり協議会
海から“まち”を見よう！

たけすえ小児科 71－9735二宮町二宮904小・内

28 日 住田医院 71－0179二宮町二宮122－8内・循・小

61－7963大磯町大磯1654－3ひよこクリニック 小・内・皮

　平成　8　年　2　月、照ヶ崎海岸は全国的にみても数少ないアオバトの

集団飛来地として、県の天然記念物に指定されました。指定から

10年目にあたり、身近でありながら、いまだ多くの謎を持つアオ

バトについて広く紹介するため企画展を開催します。

　前期展示　「なぜ海水を飲むのか？」
　　5　月28日(日)～　6　月25日(日)

　後期展示　
　「どんなくらしをしているのか？」

　　7　月　4　日(火)～30日(日)

　※休館日にご注意ください。

　ところ　郷土資料館企画展示室
　共催　こまたん

　美しいアオバトの姿を一緒に見てみませんか。

　とき　　5　月28日(日)　　7　：00～　9　：00

　※実施時間中にいつでもご自由にご参加ください。

　※　6　・　7　月も各１回行います。

　ところ　照ヶ崎海岸
　持物　帽子・飲み物
　共催　こまたん

　　問　郷土資料館　☎(61)4700問

郷 土 資 料 館 企 画 展

――企画展関連行事――

▲照ヶ崎で海水を吸引するアオバトたち

まず、あなたの主治医の都合を聞いた
上でご利用ください。

　診療時間厳守　・午前９時～１２時
　　　　　　　　・午後２時～５時

問 申



　ＡＥＤ（自動体外式除細動器）の

使用方法と、人工呼吸や心臓マッサー

ジの方法を学びます。

　とき　　5　月26日(金) 

　13:00～17:00

　ところ　老人福祉センター
　対象　満15歳以上の方で、原則
として町内在住・在勤の方

　定員　15名（先着）
　参加費　無料
　申込締切　　5　月19日(金)まで

問・申　日赤大磯町分区（福祉課内）

☎内線303

日赤救急法　ＡＥＤ講習会

問 申

　とき　　6　月　3　日(土)　13：30～

　ところ　図書館本館会議室
　講師　神奈川大学 坂本行弘先生
　演題　「大磯の古代ロマン渡来人
の足跡」

　対象　参加自由(無料）
問　大磯の未来を語る会

　山口宅　☎(61)1871

文化講演会

問

①　ストレスケア　～こころほぐし からだほぐし～
　　気持ちの持ち方と、からだのバランスはつ

ながりをもっています。なんとなくからだの

不調を感じている方へ、こころとからだの声

を感じてみましょう。体験学習です。

②　Ｂウェーブ　～骨太体操、リズム体操、ストレッチング～
　　「Body(体)」、「Bone(骨)」「Beauty(きれい)」

きもちよく体を動かしてリフレッシュ！産後

のシェイプアップにもご活用ください。骨太

ボランティア指導。お子さんも一緒に参加で

きます。骨によい食事の試食あり

③　食事からの健康相談
　　現在の食事の量、栄養の摂り方について確

認してみませんか。メタボリックシンドロー

ムの予防も含め一緒に考えてみませんか。管

理栄養士が相談をお受けします。(予約制)

問・申　子育て介護課　☎内線308

④　健康チェック　～体脂肪・血圧・基礎代謝、歯科相談～
　　　5　月、　9　月、　1　月の乳がん子宮がん検診日に行って

います。

⑤　転倒予防教室　～転ばぬ先の脚づくり～
　　拠点でのバス送迎あり。バスの運行時間はお問い合

わせください。

※帰りのバスは13:10発となります。軽い昼食など持参

されても構いません。
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問 申

タイトル

ストレスケア

Ｂウェーブ

食事からの
健康相談

健康チェック

転倒予防教室
～体操、太極拳～

回

1

2

3

4

5

日　時

5月31日（水）
13：30～

5月29日（月）
10：00～

5月31日（水）午前
6月 8日（木）午前

5月10日（水）
10：00～、13：30～

5月22日(月)から
原則として第1月曜日
と第3水曜日 全17回
各回10：00～11：40

場所

保健
センター

同上

同上

同上

岩田
記念館

対象(定員)

成人男女　20名

産後のシェイプアッ
プから50代まで

成人男女　各日3名

成人男女

65歳以上で
足腰に不安のある方
30名(初めての方
を優先します)

申し込み

電話

不要

電話

不要
直接会場へ

電話

・消防車の出動情報、休日当番医情報は、
こちらで確認をしてください。通常は、防

災情報（内容は毎月変わります。）が聞けます。

問　消防署　☎（61）0911問

消防情報ダイヤル　☎(61)5151

ちいきちいきの集い集いちいきちいきの集い集いちいきの集い高 齢 者
　高齢者にとって身近な場所に「つどいの場」があることは、ここ

ろと身体の健康を増進し、介護予防に大きな成果を上げています。

すでに活動している方も、これから活動を始める方も、情報交換、

活動の輪を広げる機会として、「ちいきの集い」研修に参加してみ

ませんか？

　ところ　福祉センターさざれ石　2　階レクリエーション室

　申込み　参加希望の方は、それぞれ開催日の　1　週間前までに、電

　話かＦＡＸで申込みください。

問・申　子育て介護課　☎内線314問 申

5月30日(火)
13：30～15：30

7月3日(月)
13：30～15：30

「高齢者の運動」

「いざというときに備えて」
「お口の中から健康」

いつまでも自分の足で歩けるよう
に、座ったままでの楽しい運動

ボランティア保険の内容と緊
急時の対応
口腔ケアと誤えん性肺炎
健口体操でおいしい食事

　日 時 　 　 　 テ ー マ 　 　 　 　 　内 　 容
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町民ヨットスクール
開催と部員募集

　湘南の海でヨットに挑戦してみま

せんか？

　とき　　5　月28日(日)

　10:00～15:00　小雨決行

　荒天時　6　月　3　日(土)へ延期

　ところ　江ノ島ヨットハーバー
　参加資格　高校生以上(10名程度)
　当日持参　濡れても良い服装、タ
オル、着替え等

問・申　町体育協会ヨット部

　味村宅　☎(61)4237
　http://www.oiso.ne.jp/oyc/

問 申

　　3　月12日(日)、大磯運動公園に

おいて恒例の町民健康ランニング

大会が行なわれました。結果は次

のとおりです。　　　　 （敬称略）

　2㎞の部
１位 美濃島　雄太(国府小)　8′38″

２位 松村　翔太郎(大磯小)　8′47″

　3㎞の部
１位 松井　友美(国府中)　　14′14″

２位 松村　龍太郎(大磯小)　14′18″

　5㎞の部
１位 加藤　博(大磯)　　　　24′25″

２位 加藤　久美子(大磯)　　26′43″

問　生涯学習課　☎内線324

第26回
町民健康ランニング大会結果

問

火事と救急
 3 月の出動状況

消防車…　16件（火災出動0、救助出動1、警戒出動0、その他出動15）
救急車…117件（急病78、交通事故11、一般負傷19、その他　9）

①　天下の奇祭　相模国府祭を訪ねる

相模国府祭の由来、伝統行事を実際に見ながら説明し相模国府跡

を廻り神揃山の奇祭を見学して古代ロマンに浸る。

②　虎御石まつりと虎御前(曽我物語)の史跡を訪ねて

願いがかなえられる霊石(虎御石)ご開帳の虎御石まつりと虎御前

の史跡を訪ね曽我物語の感動に接する。

　　大磯ガイドボランティア協会　荒金宅　☎(61)3057
　大磯駅前観光案内所　☎(61)3300

　健康で生き生きと、心豊かな生活を送るための楽しみ方を探って

みませんか。お気軽に参加ください。

　日程・内容　別表参照　　　　　対象　町在住の60歳以上の方
　後援　町老人クラブ連合会　　
　申込方法　電話で　5　月　8　日(月)から

行事名

と　き

集　合

コース

参加費

その他

天下の奇祭
相模国府祭を訪ねる

5月5日(金・祝) 小雨決行

9：30　六所神社

六所神社～祇園塚～大矢場
(馬場公園)～守公神社～真勝寺
(国分寺)～国府想定地～神揃山
(解散) ( 2 km、所要約2時間)

500円(保険代等)

六所神社への行き方
(1)JR大磯駅より国府津駅行バ
　　スで国府新宿下車
(2)JR大磯駅より湘南大磯住宅
　　行バスで大磯プリンスホテ
　　ル前下車 
(3)JR二宮駅より平塚駅行バス
　　で国府新宿下車

虎御石まつりと虎御前(曽我物語)
の史跡を訪ねて

5月21日(日)

9：30　大磯駅前

大磯駅～楊谷寺～松並木～虎が
雨～鞍掛塚～猫塚～化粧井戸～
慶覚院～善福寺～虎が池～延台
寺 ( 4 km、所要約3時間)

500円(保険代等)

降水確率40％以上は中止。
(問い合わせください)

問

※時間は毎回　14：00～15：30

日　時

6月15日(木)

6月22日(木)

6月29日(木)

9月14日(木)

9月21日(木)

9月28日(木)

回

1

2

3

4

5

6

会　場

福祉センター
さざれ石

福祉センター
さざれ石

福祉センター
さざれ石

国府支所

国府支所

国府支所

学習内容

落語

今日から出来るやさしい運動

高齢者の歯の健康について

落語

今日から出来るやさしい運動

皮膚の病気について

講　師

落語愛好家
山田　見弦さん

健康運動指導士
藤井　美佳子さん

平塚歯科医師会 大磯地区長
簑島　利文さん

落語愛好家
山田　見弦さん

健康運動指導士
藤井　美佳子さん

杉山皮膚科医院長
杉山　安洋さん

問・申　生涯学習課　☎内線323問 申

　とき　　5　月28日(日)　9　：00開会、　

6　月　4　日(日)決勝戦終了後閉会式

　ところ　運動公園多目的グラウン
ド

　参加資格　15歳以上の町内在住、
在勤(申し込みは、チーム単位)

　競技規則　日本サッカー協会競技
規則

　チーム編成　1チーム　6　人（競技

者登録は10人までとする）

　代表者会議・抽選会・申込
　　5　月19日(金)19：00～

　町役場　4　階第　1　会議室

問　町体育協会サッカー部

　　加藤宅　☎(61)3643
問

第28回町民ミニサッカー大会
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教育委員会定例会

　5月24日(水)　9時30分～

　生涯学習館2階　会議室

問　学校教育課　☎内線322
農業委員会総会

　5月19日(金)　13時30分～

　国府支所2階　会議室

問　農業委員会　☎内線358

○ ゆずります

 整理棚、整理タンス、衣装タンス、コタツ天板、

 サイドチェスト、ベッド、オイルヒーター など

○ ゆずってください

 チャイルドシート、自転車、双子用

 ベビーカーなど

　不用品の登録や斡旋の受付
　８：３０～１７：１５（土・日・祝日

は除きます）
○不用品登録状況はホームペー
　ジでもご覧いただけます。
○交渉は当事者同士でお願いします。
○連絡をいただいてもすでに
　取引が成立している場合もあ
　りますのでご了承ください。
問　地域協働課　☎内線237

ゆずります!ゆずってください!

不用品登録情報

会議開催のお知らせ

相　談　名 相 談 内 容 等 と　　　き と　こ　ろ 相談窓口・主管課

人 権 相 談 家庭内（夫婦・親子・扶養等）、隣近所
とのもめごと、いじめ、体罰等

行 政 相 談
年金・医療保険・登記・道路・行政機関
の窓口対応など国の行政に対する苦
情・意見・要望等

法律相談（予約制） 相続・離婚・金銭貸借・暴力傷害・債権・債務等、日常生活の中の法律的な問題

消費生活相談
物品、サービス等の契約に関するトラ
ブル、解約手続き、商品や訪問販売に
関する苦情等

心配ごと相談 人間関係などの日常生活上のさまざ
まな悩み、相談

電話教育相談 不登校・いじめ等　電話・来所相談
対象…園児・児童・生徒と保護者

１７日（水）
１３時～１６時

１１日（木）１８日（木）
１３時～１６時

１6日（火）
１３時～１５時３０分

毎週月曜日～金曜日
  ９時～正午
１３時～１６時３０分

福祉センター
「さざれ石」

※法律相談の予約は毎
月１日からです。（１日が
土・日・祝日の場合は、
翌日または翌々日）

福祉センター
「さざれ石」

社会福祉協議会
☎（６１）９３９０

大磯町適応指導教室（町立小磯幼稚園内）
　☎（６１）８７９５

地域協働課
☎内線２３７

相談の案内［５月］

気象情報
3月

最高気温　19.1度　　最低気温　0.9度　　平均気温　9.6度
総雨量　81.5mm

問

問

問

　広報おおいそ４月号に掲載いたしました「胃がん検診」の日程に、一部誤りがあ
りました。お詫びして、次のとおり訂正いたします。

　誤 　正
 5月24日（水）・25日（木）　　→  5月25日（木）・26日（金）
 ※申し込みを受け付けています。

 　　子育て介護課　☎内線308・309

また、広報おおいそ４月号と一緒に全戸配布した「平成18年度生涯学習関連行事予
定表」には掲載がありませんが、次の行事が開催されますので、お知らせいたします。

　行事名　町民サーフィンコンテスト
　とき　7月2日(日)　　　ところ　北浜海岸　　　　　生涯学習課　☎内線324

お詫びと訂正

問

問

平塚市消費生活センター
平塚市八重咲町３番３号
JAビルかながわ２階
　☎（２１）７５３０
※無料の駐車場はありません。

かながわウィークエンド
　　　　　　消費生活相談
　☎０４５（３１４）５５８６
※電話相談のみとなります。

  ９時３０分～正午
１３時～１６時
（ただし、祝日は除きます。）

１０時～１６時
（ただし、年末年始及び施
設管理上実施できない日
を除きます。）

月
〜
金

土
日

　今年も安田不動産㈱のご協力により、旧安田財閥、安田善次郎翁

の旧別荘を一般公開します。

　屋敷内には庭園部分のほかに母屋や持仏道、校倉造の経蔵などの

建築物があり、当時の面影がそのまま残されています。

　歴史と文化に恵まれた大磯の風情を感じながら、休日のひととき

をお過ごしください。

　とき　5月28日(日)
　10：00～16：00

　ところ　安田不動産㈱
大磯寮（大磯町大磯496）

※大磯駅から徒歩5分

問　町観光協会

　☎(61)3300
問
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高野　結奈ちゃん
平成16年２月10日生
栄治さん、奈生さんの長女
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人口 32,681（＋11）　男 15,895（－15）　女 16,786（＋26）
世帯 11,927（＋58）　（　）は前月比

町の人口と世帯
4月1日現在

　おままごとや砂遊びが
大好きな結奈ちゃん。
　元気で優しい女の子に
なってね。

たか　の　　　ゆう　な

24

※このコーナーに登場して

くれるお子さんを募集し

ています。

◎問い合わせ

　企画室　☎内線207
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●旧吉田茂邸庭園見学会（4月15日）
　 春の庭園を楽しみました

●高麗寺祭の山神輿（4月17日）
　 暗い山道を息を合わせて登りました

　国府祭は、相模の六社が集う祭りで、県の無形

民俗文化財に指定されています。

　神揃山では、相模国の成立にあたり論争の模様

を儀式化した神事である座問答が行われます。

　大矢場（現馬場公園）では、国司祭や三種類の舞

が奉納され、鷺の舞は天下泰平を、龍の舞は五穀

豊穣を、獅子の舞は災厄消除を祈願すると伝えら

れています。

　とき　　５月５日(金・祝)
　ところ　神揃山・馬場公園

案内図

◎問い合わせ　町観光協会　☎（61）3300

通行止め
9:00～17:00

春の
いろいろどり

春の
いろいろどり

春の
いろどり

広報カメラマン 近藤さん撮影

※平成17年 国勢調査結果に基づき公表しています。


